
白石市文化財調査報告書第 38集

市内遺跡発掘調査報告書 5

平 成 22年 7月

白 石 市 教 育 委 員 会
(宮 城県 )



H

本書は、宮城県白石市教育委員会が平成 21年度に実施 した市内遺跡発掘調査事業にかかる調査結

果報告である。なお平成 21年度の事業は国庫補助事業で総事業費は2,003千円である。

土層の色調表記については『新版標準土色帖』 (小 山・竹原、1996)を 用いた。第 1図は国土地理

院 2万 5千分の 1白石、白石東部、白石東南部、大河原を複製して使用した。その他は白石市土地

情報提供 GIS、 都市計画図、事業主提供の測量図を用いた。

検出遺構の略号は以下の通 りである。

Sk竪穴住居跡  SDi溝跡  SK:土坑  P:柱穴 (ピ ット)

本事業の調査実施は白石市教育委員会生涯学習課日下和寿、櫻井和人が担当した。報告書本文執筆

は櫻井が第 3章を、その他を日下が担当した。資料整理は岡部とき子、佐藤一徳、佐藤千夏、片平

いずみ、吉田佐智子、吉田真理子があたった。資料整理作業は資料整理室 (白 石市郡山字寿山 5-3)

で実施した。

発掘調査の実施、報告書作成にあたっては宮城県教育庁文化財保護課、白石市文化財保護委員会を

はじめとする次の機関・個人から多大なご協力をいただいた。 (敬称略)

土師器、須恵器 石本 弘 (白石市文化財保護委員)、 菅原祥夫 (福島県文化財センター)

佐藤敏幸 (東松島市教育委員会)、 村田晃― (東北歴史博物館 )

櫻井友梓 (岩手県教育委員会 )

吉野 武 (宮城県多賀城跡調査研究所 )

藤沢 敦 (東北大学埋蔵文化財調査室)

大栗行貴 (福島大学大学院行政政策学類 )

中近世陶磁器  佐藤 洋 (仙台市教育委員会)

写真撮影 君島武史 (北上市立埋蔵文化財センター)

小川淳一、細田紀明、佐藤尚、株式会社エコー設備工業、高橋建設株式会社、平間組、

たちばな興業、白石市土地開発公社、各事業主、鉢盛郷土考古学研究会

市内遺跡発掘調査報告書 4の訂正

例言 10行 目、知→智、6買 15行 目、高杯→杯、15頁下から8行 日、遺跡跡→遺跡、写真図版 3と

4の写真が逆、写真図版 4の 5、 (第 6図 4)→ (第 6図 3)、 同 4の 6(第 6図 2)→ (第 6図 1)、

写真図版 5の 2(第 20図 4)→ (第 20図 6)、 同 5の 4(第 20図 6)→ (第 20図 4)

本事業の記録及び出土品は、白石市教育委員会生涯学習課が保管しており、依頼に応 じて公開、貸

出を行っている。
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第 1章 平成 21年度における埋蔵文化財調査概要

2008年秋のリーマンショックに始まる世界同時不況の波は、東北地方の小都市である白石市にも押

し寄せ、個人住宅建設をはじめとして各種事業に影を落とした。埋蔵文化財包蔵地における住宅建設

では協議があったものの、着工を見送るケースが相次いだ。また、昭和 51年 に着工 した公共下水道建

設事業は主要地区の工事が完了したことから、公共工事も減少している。

平成 21年度における確認調査等箇所は第 1表にまとめた。今年度では発掘調査 (事前調査)1件、

確認調査 7件、工事立会 15作、試掘調査 3件 となっている。

農地転用、地下の埋蔵文化財に影響がある各種事業に関しては、事前に確認調査及び発掘調査を実

施 している。掘削深度が浅い等の理由で埋蔵文化財に影響が少ない、過去の工事によって埋蔵文化財

が既に破壊された箇所 と考えられた箇所については工事立会としている。

平成 21年度の確認調査及び工事立会のうち、14件では遺構、遺物とも発見されなかった。遺構が確

認された箇所は全て、遺構面に掘削が及ばない工事を実施することになってお り、確認調査で終了と

なっている。また、地形的な特徴等をふまえ、埋蔵文化財が発見される可能性のある箇所においては

任意の試掘調査等を実施している。

大畑遺跡地点①では、表土から須恵器片 1点が出上 した。調査実施段階になって明らかになったこ

とであるが、この箇所は以前に確認調査を実施 した所であることが判明した。今回の トレンチは以前

の トレンチと重複 しなかったものの、過去の調査履歴整理の必要性を痛感することとなった。

志在家遺跡では大規模な資材置場建設計画があった。確認調査を実施 した結果、事業地内の 3箇所

で遺構、遺物が発見された。遺構が発見された箇所は、事業主の協力が得 られ、設計を一部見直しす

ることによって、事前調査はなしとなった。なお、遺構に影響のない工事 となったが、表土等から遺

物の出上が予想されたことから、任意の工事立会を実施 し、継続中である。

三島館跡では現地確認時に須恵器等を表採 し、立会中には土師器 1点が発見されたが、崩落土に含

まれるものであった。地蔵院館跡は現地確認時に土師器を採取 したが、立会中は遺構、遺物の発見は

なかった。鷹巣古墳群 12号墳では、植樹箇所とは別地点において、倒木により上層が露出した箇所か

ら円筒埴輪片を採取 した。大黒天遺跡では第 1層から土師器、陶器が出上 した。23番の大畑遺跡では

遺構、遺物が発見されたが、工事立会が引き続き実施されることから報告は次年度にまとまて行うこ

ととした。

大畑遺跡調査に関連するが、白石市教育委員会では各種開発事業に伴 う確認調査を多数実施 してき

たが、発掘調査報告書 としてまとめられたものが少なく、過去において、どの箇所を発掘調査 したの

かが、把握 しづらい状況が長年続き、課題となっていた。そこで、文書綴 りが整備されている概ね平

成 7年度以降の届出、調査結果概要を付表としてまとめ、データを整備 し、調査箇所の重複を未然に

防ぐこととした。

遺跡地図整備では福岡深谷地区の訂工作業を継続 した。市街地から離れた遺跡につい
'て

は、届出な

しで土木工事が行われるケースがあることから随時、現地確認、遺物の表採を行った。新規登録遺跡

は 0件であった。
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静号 遺  跡  名 種 時 沓号 遺 跡 名 種 別 時 代

1 下ノ神明遺跡 散布地 縄文中、平安 9 観音崎遺跡 集落 百墳 後 ～平 安

2 田上遺跡 散布地 儒 文 雨 、中 0 大畑遺跡 散布地、官衡 弥生～中世

3 菅生 田遺 跡 柔落 4亀文前～後、弥生 1 本 郷 遺 跡 t布地 古代

4 蛭賀 屋 敷 遺 跡 教布地 百墳 時代 2 隠田遺 跡 集 落 弥 生 、古 墳

5 中屋敷陣屋跡 車屋 近世 3 庵巣古墳群 前方後円墳、円墳 百墳 、古 代

6 月孔ヽ院遺跡 教布 地 、寺 院 占代 、近 世 4 谷津川遺跡 散布地 健文～古代
7 株 膀 肉 悟 腑 敦布 地 祢生 ～平 安 5 自石条里制跡推定剤 水田跡 吉代、中世

弥宜 内遺 跡 散布地 奈良、平安 6 IE尚堂 遺 跡 散布 地 健更 後 、弥 生 ～ 甲 世

第 1図 遺跡地図

No 遺 跡 名 遺跡番号 紺応内容 所 在 地 調査原因 調 査 期 間

1 太畑遺跡 02262 確認 調 潜 宰東 大 畑 136番 地 1 古舗建設 平成 21年 4月 13日

2 嘩巣 古 墳 群 29号墳 02005 工事 立 会 町巣 字 堂 ノ入 山 26ほ か 窪認 調 査埋 め戻 し 平成 21年 4月 10日 ～ 4月 14日

3 体宜内遺跡 発掘調楚 字祢宜内 99番地 6ほか 個人住宅建設 平成 21年 4月 14日 ～ 5月 2日

4 白石条里制跡推定地 02400 工事立会 旭町四丁 目41ほか 盛車場建設 平成 21年 5月 27日 ～6月 17日

5 新 館 跡 02165 工事 立 会 新館 B1 1_21ほ か 去面崩壊対策工事 平成 21年 6月 1日 ～6月 17日

6 志在 家 遺 跡 02359 准三&調査 太輝 沢 三 沢 字 前 輪 18ほ か 蚤材 置場 等 建 設 平成 21年 6月 9日 ～ 8月 3日

7 三島館跡 02261 工事立会 大鷹沢三沢字坂端 112ほ か 薙壁工事 平成 21年 6月 22日 ～ 6月 24日

8 稲荷山遺跡 02127 工事立会 大鷹沢三沢字稲荷山 1番 2 生車場建設 平成 21年 7月 3日 ～7月 10日

9 研音 崎 潰 跡 02322 工事 立 会 君Б山字 観 音 崎 231-1ほ か 個 人住 宅 建 設 平成 21年 6月 24日 ～6月 26日

=募 俗官麻 02261 工事 立 会 大層 沢 三 沢 字 坂 端 112ほ か 回人住 宅 建 設 平成 21年 7月 21日

地蔵院館跡 02172 工事立会 斎川字梶川 534ほか 新幹線耐震補強工事 平成 21年 7月 跡 日～平成 22年 2月 24日

鷹巣古墳群 12号墳 02005 工事立会 鷹巣字本木山41ほ か 瞳樹 平成 21年 8月 4日

穂在 衆 漬 跡 02359 工事 立 会 大鷹 沢 三 沢 字 前 輪 18ほ か 含材 置場 等 建 設 平成 21年 10月 22日 ～継続中

松 田遺 跡 隣接 地 試掘 調 査 福 F]深谷字南 1中 ほか 工業 団地 造 成 平成 21年 月 12日

大畑遺跡 02262 確認調査 字東大畑 461 個人住宅建設 平成 21年 月 13日

大畑遺跡 02262 確認調査 字東大畑 462 宅地造成 平成 21年 月 13日

新館 跡 02165 工事 立 会 南町三二T目 24-19、  24-20 尉家建築 平成 22年 月 12日 ～ 1月 20日

白石 城 跡 02197 工事 立 会 益 岡 町 5515 地 質 ボ ー リ ング調 査 平成 22年 2月 9日 ～ 2月 16日

地蔵院館跡 02172 工事立会 斎川字梶川 61■ ほか 新幹線騒音対策工事 平成 22年 2月 24 日～継続中

大畑遺跡 02262 工事立会 郡山字荒屋敦 281 個人住宅建設 平成 22年 2月 26日 ～3月 11日

大黒 天 潰 跡 02077 確認 調 杏 幅岡深谷字大黒天 47 g庫建設 平成 22年 2月 23日

大畑 遺 跡 02262 工事 立 会 宇寺屋敷前 256 押央公民館ソーラーシステム改修工事 平成 22年 2月 23日 ～3月 9日

大畑遺跡 02262 確認調査 字東大畑 88 宅地造成 平成 22年 3月 8 日

砂押遺跡隣接地 02397 試掘調査 大鷹沢大町字佐野道 152ほ か 里蔵文化財の有無確認 平成 22年 3月 18日 ～継続中
蔭 田潰 跡 隣接 地 試 掘 調 杏 福 岡深 谷 字 南 1中 ほ か 市 道 建 設 平成 22年 3月 30日

除 田遺 跡 確認 調 査 福 岡深 谷 字松 田 812 国人住 宅 建 設 平 成 22年 3月 31日

第 1表 平成 21年度 埋蔵文化財調査一覧



第 2章 平成 21年度における発掘調査結果

遺構が発見された調査を中心に記載する。なお、中近世陶磁器の詳細は原則として一覧表に一括掲載、

当該遺跡及び分布調査の関連資料 も掲載 した。

1 祢宜内遺跡

地 点 ①

県遺跡番号 02430

遺 跡 略 号 NG

所 在  地 白石市字祢宜内 99-6、 99‐8、 1011の~部、1031の一部

調 査 要 因 個人住宅建設

調 査 期 日 平成 21年 4月 14日 ～ 5月 2日

調 査 面 積 327.74だ (掘削面積 90ど )

遺跡は」R東 日本東北本線白石駅から北へ約 lkmの位置にあり、現況は畑地であるが、宅地化が進ん

でいる。

今回の確認調査箇所は平成 20年 5月 ～ 6月 に確認調査、発掘調査が実施された箇所に隣接する箇所

である。東隣の発掘調査箇所では重複 して 9世紀代の竪穴住居跡が 4棟発見された。土師器、須恵器、

墨書土器、会津大戸産長顎瓶が出土 している。

今回の住宅建築で、深さ4mを越えるセメントソイルエ法が実施されることになったため、確認調

査を実施 し、埋蔵文化財が確認されたことから発掘調査を実施 した。

今回、竪穴住居跡 2棟、竪穴状遺構 1基、ピット1基が発見された。竪穴住居跡の番号は昨年度調

査からの連香とした。遺構確認面は第 5層上面である。遺構確認面からは比較的多 くの上器が出上 した。

鉄器 1点 も発見された。第1～ 2層では近世陶磁器も出土した。遺物総量は昨年度調査区よりも少なかっ

た。

S105竪穴住居跡 〔位置、重複〕調査区の北端に位置している。重複はない。

〔平面形、規模〕南北6m以上、東西 4.2～ 46mで、カマドは短く0.6mほ どである。北半分は調査

区外となっている。やや歪みを持つが、長方形状を呈している。昨年度トレンチにおける調査結果か

らすると、南北は7m以下の長さになりそうである。

〔埋土、壁、床面〕床面は平坦である。埋土は0.32～ 0.42mで、2層存在する。壁はやや急に立ち上がる。

〔カマド〕東側に付いている。煙道は短く、焼土や戊化物はなく、カマド袖も確認できなかった。埋

土は約 0.14cmで ある。

〔出土遺物〕土師器、須恵器が出上したが、量は多くない。南東隅と北東から鉄器が計2点発見され

ている。鉄淳 (27.5g)、 石英破片 (15.2g)も 出土している。調査区北端では土製支脚も出上している。

S106竪穴住居跡 〔重複〕調査区の南西隅で発見された。他の遺構との重複はない。

〔平面形、規模〕方形を呈すると思われる。一辺が3m以上の規模である。南半分ほどは調査区外である。

〔埋土、壁、床面〕埋土は3層で、層厚は03mである。壁はやや急に立ち上がっている。床面はほ



ぼ平坦である。北東隅には長軸0.4mの焼上があり、住居の掘り込み面に堆積していた。焼土中から土

師器杯1点が出上した (第 6図 5)。

〔カマド〕北東側に長さ2mほ どの煙道が付いているが、屈曲している。埋土は0.04～ 0.lmで ある。

〔出土遺物〕土師器、須恵器、磨石片、鉄淳 (9.lg)が出上している。

SX01竪穴状遺構 〔重複〕重複関係はない。調査区南東隅近くで発見された。

〔平面形、規模〕南北 3.2m、 東西2,7mの規模で、南側に突出部がある五角形を呈している。

〔埋土、壁、床面〕埋土は2層で、層厚は0.2mで ある。壁はやや急に立ち上がっている。埋± 1の

遺物が圧倒的に多く、検出面では焼土、炭化物が多く見られた。

〔出土遺物〕土師器、須恵器、鉄器 1点、鉄津 (23.2g、 写真図版 4)、 自然礫が出上している。

ビット1〔重複〕S106の北側で発見された。重複はない。

〔平面形、規模〕直径0.4m程の円形を呈している。

〔埋上、壁、床面〕深さは0.26mで、底面は長楕円形である。埋±1か ら土器が出土している。壁は

急に立ち上がっている。

今年度調査区

第 2図 祢宣内遺跡調査区全体図 (S=1/600)



埋土は住居跡とピットが褐色系統砂であるが、竪穴状遺構は焼土、炭化物を多く含み、住居跡と異なっ

ていた。上師器、須恵器は各遺構から発見されたが、SX01の遺物が最も多かった。出上した土器から

遺構の年代は9世紀中葉～後葉と考えられると

昨年度の調査区と併せて考えると、S103及 び S104と S105及びSX01の東辺と西辺がそれぞれ平行

して揃う配置になっていることが指摘できる。同時期の遺構と考えてよいと思われる。

第 3図 祢宜内遺跡遺構配置図 (S=1/100)
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L=44,00mL=44,00m

土器

北壁セクシ ョン図

A― B
I表土、10YR4/1褐 灰色質砂 シル ト
2:10YR5/2灰 黄褐色質砂シル ト
3:10YR5/6黄 褐色シル ト質砂

2及び3の小プロックを多 く含む
4:10YR6/1褐 灰色質砂 シル ト、暗褐と灰褐色の混土

酸化鉄分が多 く混 じる
5:10YR6/2灰 責褐色シル ト、6よ りも若干灰色味が強い

Ｏ
ト

L=44,00m

S105断 面図

O― N
l:埋± 1 10YR5/3にぶい黄褐色砂質シルト、焼土
炭化物を若干合む

2:坦± 2 10YR6/3に ぶい黄橙色砂質シルト、焼土
炭化物を若千含む

C― D、 E― F
埋■ 1:10YR6/2灰 責褐色シル ト質砂、炭化物を若干含む、土師器等を含む
埋± 2■ OYR5/2灰黄掲色シル ト質砂、炭化物を若干含む、土師器等を含む
5 層 :5YR6/3オ リーブ黄砂、遺物を含まない

L=44,00m

G卜    JH

/
S105カ マ ド断面図

G― H
●10YR4/2灰責褐色シル ト質砂、炭化物が若干入る

年
2

EttF

Ｎ
引

第 4図 S105平面図、断面図 (S=1/60)
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S106焼 ± 75R4/1暗 赤灰色砂、地山の褐色砂と混じる、土師器を含む

2m

P― Q
l:土器含む、10YR4/31こ ぶい黄褐

色シルト質砂、粒子状の炭化物
を若干含む

2:10YR6/4に ぶい費橙色シルト質
砂、2層が 1層 よりよりも明る
い、この層は地山の褐色砂と 1

層の混上である

SX01断 面図

S― R、 U― T
埋Ⅲ10YR4/31こぶい責褐色砂質シルト

炭化物、橙色ブロッタを多く含む、遺物が多い
埋2:10YR6/4に ぶい黄橙色シルト質秒

炭化物が若干入る、遺物は少ない
地山に近い色調、土質である

O

Ｉ
卜

L=43,80m Ｊ
引

L=43.80m

S106断面図

」―K

_■ _ノ
掘 りすぎ

埋1:10YR6/41こ ぶい黄橙色シルト質砂、灰褐色ブロックを含む、炭化物が少量まじる
埋2110YR6/3に ぶい黄橙色シルト質砂、灰褐色ブロックを含む、炭化物が少量まじる
坦3■OYR5/3にぶい黄褐色シルト質砂、1、 2よ りも黒い

L=43,80m

第 5図 S106、 SX01平面図、断面図 (S=1/60)
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図 版 番 号 器 種 出上位置、層位 口径 底径 器高 特  徴

第 6図 1 土 師 器 郭 S105、  埋こと1 (138) 外面、ロクロナデ、内面、ヘラミガキ、黒色処理

第 6図 2 須 恵 器 郭 S105、 埋± 1、 埋± 2 (62) 内外面、ロクロナデ、底面、回転糸切り

第 6図 3 土 師 器 甕 S105、 埋± 1、 埋± 2 (74) 内外面、ハケメ、底面、木葉痕

第 6図 4 土 製 支 脚 S105、  埋± 2 長 さ 2、 直径 47 オサエ痕、片方の側面のみ黒色化 している

第 6図 5 土 師 器 イ S106、  焼土 (127) (70)
外面、ロクロナデ、内面、ヘラミガキ、黒色処理
底面、回転糸切 り

第 6図 6 土 師 器 杯 S106、  埋± 2
(142) 外面、ロクロナデ、ケズリ、墨書、内面、ヘラミガキ

黒色処理、底面、回転糸切 り

第 6図 7 土 師 器 杯 SX01、 埋土 (152)
外面、ロクロナデ、ケズリ、内面、ヘラミガキ

黒色処理、底面、回転ケズリ

第 6図 8 須 恵 器 イ SX01、 埋土 内外面、ロクロナデ、底面、不明

第 6図 9 土 師 器 甕 SX01、 埋土 (180 外面、マメツ、内面、ヘラミガキ

第 6図 10 土  師 器  奏 SX01、 坦土 外面、オサエ、内面、ナデ、黒色物質付着

第 6図 11 土 師 器 甕 SX01、 埋土 外面、ハケメ、内面、不明、接合痕、底面、木葉痕

第 6図 12 土師器、高台杯 遺構確認面 内外面、ロクロナデ

第 6図 出土土器
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2 大畑遺跡

大畑遺跡は」R東北本線白石駅の北方から東方に所在する遺跡で刈田郡衡跡と考えられている。これ

まで各種開発事業により確認調査が実施されてきた。年々宅地化が進み、水田、畑地帯としての景観

は失われつつある。

遺跡の重要性と国道 113号線バイパス建設計画を契機として、平成 3年 (1991)3月 に市教育委員会

によって分布調査が実施され、その結果を受け、幾つかの遺跡を統合し、遺跡範囲の拡大の措置をとっ

ている。また、昨年度末、出土地点が明示された表採資料の寄贈を受けた。遺跡の性格を考える上で

重要な資料が含まれていたことから、分布調査資料と共に掲載した。現況と対比するため、昭和 56年

の土地改良事業実施計画図等を示した。参考として世界測地系に基づく基準点の値を掲載する。2級基

準点、X-221098.430、 Y17920755、 H45.223で ある。AAT05は X-221091.381、 Y-17883.576で ある。

A 分布調査概要 (第 11図 )

市教育委員会による分布調査の結果、ほぼ全域で遺物散布が確認された。これを受け、遺跡範囲の

統合、拡大が行われ、現在の遺跡範囲となった。地区毎の遺物概要は次のとおりである。

A地区は土師器が散布するが量は少ない。B地区で土師器が出上、C地区は内黒土師器が多い、D

地区では内黒土師器、中世陶器が出上した。H地区で内黒土師器が出土、I地においては弥生の円田式、

石器、管玉が出土。」地区で円田式、須恵器、土師器、中世陶器、近世陶器が出上、K地区は内黒土師

器、須恵器が出上した。Ll、 L2地区では土師器、須恵器、布目瓦が発見され、須恵器がやや多く出土

した。この箇所は須恵器がやや多かった。G地区では土師器、須恵器、中世陶器、E、 F地区は土師器、

須恵器、中世陶器が出上した。五昇路地区では土師器が確認された。

寄贈を受けた表採資料は、雇用促進住宅東側の畑地及び水田を①、遺跡北側の畑地を②、大畑遺跡

全体のものは③及び④と分類し、注記も同様に行った。②では弥生土器と管玉研磨器 (現在は現物不明)

も表採されている。

また、大畑遺跡周辺では広範囲にわたつて近世陶磁器が出土することから、次項において、近世に

おける村落の様相について解説を行う。

B 土地改良事業の確認調査 (第 12～ 14図 )

昭和 56年の土地改良事業実施計画図と当時の地形図を示した。遺跡周辺における大規模な土地改良

が実施される以前の調査であることから、遺跡本来の地形、土層を示す重要な調査であるので、参考

として掲載した。当時の遺跡名は大畑 B遺跡である。現在、教育委員会には図面と写真が所蔵されて

いるものの、遺物は残されていない。発掘調査面積は計 277.46ゴである。圃場整備完了直後の写真が

教育委員会に残されている。

回場整備以前は細かい区画の土地が広がっていた様子が伺える。調査 トレンチは事業区の西側に設

定されている。2ト レンチでは溝跡、ピット、土坑が9基ほど確認された。長軸 lmほ どの大きいピット、

土坑がある。配置から建物跡になりそうである。3ト レンチでは、ピット6基は直径 0.9～ lmほ どの

規模のものが多い。半裁した遺構の深さは 0.2～ 0.4mであった。第 2層 から弥生土器が多く出上して



いる。4ト レンチでは一辺 3m以上の竪穴住居跡 lがあり、煙道の長さが ■2mである。直径 0.5～ 07m

の上坑、溝跡 2条、暗渠 1条が発見されている。溝跡 1の幅は06mである。第 6層は遺物包含層である。

C地 点 ②

県遺跡番号 02262

遺 跡 略 号 OH

所 在  地 白石市字東大畑 46呑 1、 46呑 2

調 査 要 因 個人住宅建設、宅地造成

調 査 期 日 平成 21年 11月 13日

調 査 面 積 1,010∬ (掘削面積 35.76ど )

今回の箇所は」R東日本東北本線白石駅から北東へ約 0 83kmの箇所にあり、現況は水田であつた。

個人住宅建設、宅地造成に伴う確認調査を実施 した。隣接する箇所であることからまとめて報告する。

個人住宅建設地は家屋、駐車場設置場所を避け、確認調査 トレンチ 1箇所を設定した (Tl)。 調査の

結果、東西方向で 3.5m以上の溝跡 1条を発見 した。幅は 0.6m程 である。埋土は 10YR6/1褐灰色砂質

シル トであり、深さは約 0.3mである。西端の埋上では焼上が混 じってお り、土器が 1点出土 した。 ト

レンチ東端には砂礫層が広がつていた。基本層位は第 1層、表土、14cm、 第 2層、10YR8/4浅黄橙色

シル ト、50cm以上、第 3層、砂礫層となっている。 トレンチ中央の深掘 り箇所の底面においても砂礫

層が見られることから、砂礫層の検出面には 40cmほ どの比高がある。

第8図 大畑遺跡 地点① 4月 13日 (S=1/2000) 第9図 大畑遺跡 地点② (S=1/2000)



宅地造成箇所は分譲後に家屋が建築されることが見

込まれている箇所を避けて、確認調査 トレンチ 2箇所

を設定 した (T2、 3)。 T3の基本層位は第 1層、表上、

10YR5/1褐灰色シル ト、35cm、 第 2層、10YR3/1黒褐

色シル ト、土器が出土 した、18cm、 第 3層、10YR7/4

にぶい責橙シル ト、17cm、 第 4層、砂礫層、層厚不明

であった。T2では遺構、遺物とも発見されなかった。

D これまでの大畑遺跡調査成果との関連

大畑遺跡における確認調査では、遺跡範囲のほぼ全

域から遺構、遺物が発見されている。平成 16年度以降

の確認調査、国道 113号線バイパス建設に伴う発掘調

査については、調査成果がまとめられており、内容が

把握できる。しかし、それ以外の調査については、発

掘調査報告書としてまとめられたものが少なく、概要

の把握さえ難しい状況である。

これまでの確認調査で発見された遺構については精

査を行っておらず、正確な時期決定が難しいが、遺跡

内部の遺構分布の概要は掴めるようである。大畑遺跡

の中心部と考えられるのは、雇用促進住宅と国道 113

号線が接する地区で礎石建物跡等が発見され、瓦の出

土も多い (近藤 1991ほ か)。 雇用促進住宅北側では、

掘建柱建物跡が複数発見され (平成 16年度②地点、平

成 19年度②地点、津田 2005、 日下 2008)。 それらより

東側においては、竪穴住居跡が広範囲に分布している

(平成 17年度地点⑥、津田 2006)。 竪穴住居跡は、若千

の空白域を挟んで (平成 20年 度地点③、日下 2009)、

観音崎遺跡まで続くようである(中橋、清野 1978)。一方、

南でも旧国道 113号線付近まで竪穴住居跡が広がつて

いる (平成 19年度地点①、平成 20年度④、日下 2008、

2009)。 南西側は、調査実施個所が少ないものの、遺物

は確認されており (平成 20年度地点① )、 遺構が存在

するようである。北西側では (平成 19年度地点⑥、平

成 20年度地点②)で土坑、竪穴住居跡が確認されてい

る。これらの住居跡は、隣接する祢宜内遺跡と連続す

るようである。

2層 上面  4層 上面

砂礫層

0      5m

―

第10図 大畑遺跡 地点② (S=1/300)
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V                     0                     2m

大畑 3ト レンチ
1層 ■OYR3/3暗褐色砂質シルト、表土
2層 ■OYR3/2黒褐色軽壇土、弥生土器を多量に含む、この層上面が遺構確認面
3層 :25Y4/2暗 灰黄色重埴土、水田耕作土
4層 :25Y4/1灰 黄色重埴土、水田耕作上
5層 :10YR3/4暗 掲色砂質シルト、小砂利を若干含む、サラサラしてしまりなし
6層 ■OYR4/6褐色砂、サラサラしている(地 山面)

7層 ■9YR3/2黒褐色シルト質埴と、3c血内外の粘土ブロックを含む、かなりしまった土層
8層 ■OYR3/1黒色シルト質埴壌土、2cm位の小砂利を多く含み、砂質っばくザラザラしている。
9層 :25Y3/1黒 褐色砂壊土、サラサラしている

10層 ■OYR3/4暗褐色砂壌土、壁の崩れ土と思われる、サラサラしている。
7～ 10層 は土坑の理土

0                     5m

第 13図 大畑遺跡第 3ト レンチ平面、断面図 (上)第 2ト レンチ平面図 (下 )
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0             5m
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SD

0                       2m

断面
1層 ■OYR3/4暗褐色シルト、粘性あり、しまっていて炭化粒を多く含む、遺物を若干含む
2層 ■OYR4/31こ ぶい黄褐色シルト、良くしまっていて炭化粒を含む、粘上ブロックを着千含む
3層 :10YR3/4暗 褐色シルト質壊土、炭化粧を多く含む、細砂を含んでいてザラザラしている。遺物を含んでいる。遺構確認面
4層 ■OYR4/4褐色砂壊上、炭化粒 (大粒2～ 10mm)を 非常に多く含む、小石5cm位 を含む、細砂が多く含まれているため、

サラサラしている
5層 :25Y4/4砂 壌上、細砂を多量に混んでいるため、サラサラし、粘土ブロックを若干含む、しまりは良い
6層 :10YR3/2黒 褐色シルト質埴壊上、良くしまつた上で炭化粒を多く含む、層中で最も遺物量が多い層(遺物包含層)南 から

北へ傾斜している
7層 ■OYR6/3に ぶい黄橙色ンルト質壌上、しまりあり
8層 :25Y5/31こ ぶい黄褐色シルト質壌上、炭化粒を若干含む、若千サラサラしている
9層 ■OYR6/8明黄褐色シルト質壌上、粘土ブロックを含む、粘性あり

10層 :25YR6/3に ぶい黄色シルト質埴壌土、しまっていた、若干粘性がある
H層 ■OYR3/4暗褐色シルト、粘性あり、青味がかった砂質ブロック含む
12層 :75Y5/1灰 色シルト質埴壊土、サラサラして砂っぽい、現水田耕作面
13層 :25Y4/2暗 灰黄色シルト、粘性強く、木片が混入している、炭化物を若干含む
14層 :25Y4/2暗 灰責色シルト質埴上、粘性強い
15層 :75Y5/2灰 オリーブ色シルト質埴壌土、酸化鉄を12層 下に多量に含み、赤味を帯びている、良くしまっている
16層 :75Y5/2灰 オリーブ色シルト質埴壊上、15層 より酸化鉄を含み、17層 と似ているが、本層は酸化鉄粒が大きい
17層 :25Y5/3黄 褐色シルト質埴壊上、酸化鉄を多量に含む、しまりあり、粘性なし、溝の掘り込み面
18層 :25Y5/2暗 灰黄色軽埴土、酸化鉄粒を多く含む、サラサラしている
19層 ■OYR7/6明 責褐色シルト質埴壊土、粘性あり、しまりあり
20層 :25YR5/31こ ぶい赤褐色シルト質粘土
地山層:10YR7/6明 責褐色シルト質粘土、粘性あり、しまりあり

7～9層 は土坑埋上、14層 は溝の堆積土

4ト レンチ平面
1:暗渠、五石敷
2:10YR3/2黒 褐色砂質シル ト、酸化が著 しい

3:10YR3/2黒 褐色砂質シル ト、若千酸化 している
5:10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シル ト(10YR3/4を 含む)

6:10YR4/3に ぶい責褐色砂質シル ト

15  7:10YR4/3にぶい黄褐色砂質シル ト、遺物を含む
8:10YR4/2に ぶい責褐色砂質シル ト
9:10YR4/3に ぶい黄褐色砂質シル ト
10:10YR3/2黒 褐色砂質シル ト、遺物、炭化物を含む

17

第 14図 大畑遺跡第 4ト レンチ平面図、断面図
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図版番号 種  別 出上位置、層位 特 徴 備 考

l 平  瓦 死山遺跡 凸面、格子タタキロ、凹面、ナデ

平  瓦 鹿島山遺跡 凸面、縄ロタタキロ、凹面、布目

3 平  瓦 大畑遺跡①地区 凸面、ケズリ、四面、布目、模骨痕

平  瓦 大畑遺跡①地区 凸面、格子タタキロ、凹面、布目

5 須恵器碗 大畑遺跡 内外面、ロクロナデ 推定口径8 8cm、 残存高4 8cm

6 弥生土器 大畑遺跡分布 J地区 外面、平行沈線文、内面、マメツ、円田式

7 弥生土器 大畑遺跡分布 J地区 外面、円形文、内面、ナデ、円田式

弥生土器 大畑遺跡②地区 外面、綾繰文、縄文LR、 内面、ナデ

9 弥生土器 大畑遺跡②地区 外面、平行沈線文、内面、ナデ、円田式

弥生土器 大畑遺跡②地区 外面、縄文RL→平行沈線文、内面、ナデ

11 弥生土器 大畑遺跡 外面、変形工字文、内面、沈線、ミガキ、弥生前期

管  玉 大畑遺跡分布 I地区 碧玉 長さ3 7cm、 巾1lcm、 93買

板状石器 大畑遺跡②地区 安山岩か流紋岩 長さ10 5cm、 巾72cm、 最大厚1 lcm、 重量994質

第 15図 大畑遺跡等出土遺物



3 観音崎遺跡

県遺跡番号 02322

所  在  地  白石市郡山字観音崎地内

昨年度から工事立会が相次いでいる遺跡である。昭和 52年 に発掘調査が実施され、住宅団地予定地

全体に遺構が広がっていることが判明し、盛土保存を行った。昭和 52年当時の調査報告書図と現在の

地形図及び発掘区を重ね合わせ、第 16図に示 した。

【蝋報硼【酬中【【“一串一ぃ出ヨ一

中”
‐‐出Ｈ
席
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，

多
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第 16図 観音崎遺跡 1977年確認調査 トレンチ位置図



志在家遺跡

県 遺 跡 番 号

遺 跡 略 号

所  在  地

調 査 要 因

調 査 期 日

調査対象面積

02359

SZK

白石市大鷹沢三沢

字前輪 10-4ほ か

資材置場等建設

平成 21年 6月 9日
～ 8月 3日 (確認調査 )

7,655。 2至N

(掘削面積 428.3だ )

遺跡は」R東 日本東北新幹線線白石蔵王駅から

南東へ約 14kmの丘陵上位置にあり、現況は山林

と畑地である。これまで、個人住宅建設に伴 う確

認調査が 3次にわたつて実施されている。調査の

結果、古代から中世の溝、ピットなどが確認され

ている。

今回、資材置場等の建設計画があり、確認調査を実施 した。 トレンチは 18箇所設定した。その結果、

竪穴住居跡 6棟、ピット35基が発見された。

遺構は事業地東側及び北西箇所を中心に発見された。Tlの 8層上面ではピット1基、T6、 T7では

30基ほどのピット、竪穴住居跡が発見され、重複 していた。出土遺物は土師器、剥片等であり、古墳

時代中期～後期に属する遺構が多いと推定される。T10では古墳時代中期～後期と考えられる竪穴住

居跡 1棟が発見された。T18では詳細な時期が不明の土師器、T15で は 9世紀代の竪穴住居跡 1棟が

発見された。T8では銅銭 3枚 (う ち 2枚は密着して出土)、 その他の トレンチでも土師器、中世陶器、

近世陶磁器が出土 したが、遺構に伴うものではなかった。中世陶器は東北、一本杉窯跡の製品と見られ、

13世紀後半のものとみられる。北東側は大きく削平されてお り、遺構は全 く確認できなかった。表土

から円筒埴輪片が発見されている。西側は工場、倉庫建設時に大 きく切 り上されており、旧地形は失

われている。建設時に多量の上器が出上 したという工事関係者の話 もある①

T10の竪穴住居跡は一辺 4m以上、T15の 竪穴住居跡は埋土に焼土が見られ、一辺 4mで、脇にピッ

トを伴っている。T18で は地表から0.3mの深さで一辺 4mの 竪穴住居跡が発見された。T6では竪穴

住居跡 3棟、溝跡 1条、ピット類 22基が確認された。S11は 2m以上、S121ま 35m、 S13は 45mの大

きさであった。S13の煙道は長さ2.5mである。ピット類は直径 0.1～ 06mま でとバラツキがあるが、

0,4m前後の大きさのものが多い。プランは長楕円形、方形基調のものがある。T7ではピット12基が

発見された。直径は 0.2～ 04mの もので、埋土は大きく2つのグループに分けられる。

T3の基本層位は第 1層、盛土、黒褐色土と茶褐色上の混土、土師器 2点、コンクリー ト片を含む、

層厚 28cm、 第 2層、5YR5/8明赤褐色粘上、層厚 23cm以上、T6で は第 1層、表土、10YR4/1褐灰

色シル ト、第 2層、10YR6/3に ぶい責橙色粘上、20cm以上であった。

第 17図 志在家遺跡位置図 (S=1/25,000)
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ＭＮ
Ｉ

ＭＮ

S16:10YR5/2灰 黄褐色シルト、土師器、
炭化物を多く含む、小礫多い。

MN

T15

S15:10YR5/2灰 責褐色土シル ト、炭化物、内黒土師器を含む。

焼上、25YR4/6赤 褐色シル ト。ピット、
10YR3/1黒 褐色シル ト。

S14:10YR5/4に ぶい黄褐色粘性シルト、
土器を多く含む、炭化物を含む。

0            5m

第 19図 志在家遺跡遺構確認図
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観

0         5cm

中

]版呑号種  別 出上位置、層位 特   徴 備   考

22‐ 1 中世陶器 よ在家遺跡、表採 内外面、ナデ、東北、一本杉産

22-2 中世陶器 志在家遺跡、T5、 1層 内タト面、ナデ、東北、一本杉産

22-3 中世陶器 志在家遺跡、表採 殉タト面、ナデ、東北、一本杉産

22-4
開元通宝
銅銭

志在家遺跡、T8 誘真も現奪
2 3cm、 22g

32-5
電聖元宝?

洞銭
志在察遺跡、T8 霧豪i高解

4cm、 47g

F罠 寧元宝
洞銭

志在家遺跡、T8 霧募温露
4cm、 20g

22-7
縄文土器
深鉢

赤井畑遺跡
外面、縄文RL→流沈線文
による縦位、横位区画文、
内面、ミガキ、大木9式

寄贈資料

縄文土器
笑tk

ント面、縄文LR、 内面
ミガキ、底面、ミガキ

底径
12 8cm

22-9 円筒埴輪 志在家遺跡、表採
ント面、縦のハケメ、内面
ユビナデ

22-10 石棒頭剖 白石市周辺
U字状に刻目のある隆帯
が巡る、全面に擦痕あり,

長さ5 9cm、 巾4 7cm、 954g
寄贈資料

縄文土器
と口

谷津川遺跡
(AP15■ 7、 3層 )

屈曲する器形、外面、刻目
のある隆帯、マメツ、内面、
ミガキ、大洞BC～A式

青磁端反
皿か鉢

谷津川遺跡
(AM17、 4層 )

龍泉窯系、14世紀P
発掘調査
資料

〕2-13 青磁端反
皿か鉢

谷津川遺跡
(AM17、 4層 )

龍泉窯系、14世紀P、 見込み
に草花文

須忘器杯
谷津川遣跡
(AP15■ 7、 3層 )

内外面、ロクロナデ、底面
にXの刻書 (焼成前のヘラ
ガキ)、 8世紀前半

縄文土器
深鉢

上川原子遺跡か
元不忘分校遺跡

外面、縄文LR→沈線、刺突
文、ミガキ、内面、ミガキ、
田柄Ⅲ群並行

寄贈資料

縄文土器
深鉢

化
柄

炭
田

文
キ

線
ガ

沈
ミ

キ
面ヽ

ミガ
着
、
内

節

面
付
群

外
物
Ⅱ

∇
阿
恭

コ版春召 陸   房」 出上位置、層位 特  徴 備  考

偲文土器
朱鉢

上川原子遺跡か
元不忘分校遺跡

面
キ
柄

外
ガ
田

寄贈資料

縄文土器
深鉢

刻目のある突起、外面、縄
文RL→沈線文、ミガキ、炭
化物付着、内面、ミガキ、田
柄Ⅶ群並行

縄文土器
鉢

外面、縄文LR→雲形文、内
面、ミガキ、大洞Cl式並行

縄文土器
深鉢

縄文土器
鉢

外面、変形工字文、内面、ミ
ガキ、大洞A´ 式

縄文土器
深鉢

ヽ
タト

ヽ
赤

大魏ヽミガキミガキ、
罐雄ヽ沈線、

舛面、平行彩、内面は
23-9

縄文土器
深鉢

口唇部に刻目、外面、刺突
文、縄文LR→平行沈線文、
内面、沈線文、ミガキ、大洞
C2～ A式

縄文土器
鉢

外面、平行沈線文、ミガ
キ、内面、ミガキ、大洞A～
A´ 式

縄文土器
深鉢

突起、外面、平行沈線文、内
面、沈線文、ケズリ→ミガ
キ、大洞A～ A′ 式

縄文土器
鉢

突起、口唇部に沈線、外面、
変形工字文、ミガキ、内面、
沈線、ミガキ、大洞A′ 式

縄文土器
甕

ガ
ガ

〕3-14
縄文土器
深休

ヽ
夕、

内

Ａ．
靱赤彩、ヽ大‐同

蜘雄ヽミガキ
突起、平ヽ行
沈ヽ線
拭

小
面
面
Ａ

第 23図  出土遺物(2)



第 2表 市内
番 号 出 土 遺 跡 出上位置、層位 種 別 特 徴 備 考

ユ 祢宜内遺跡 1～ 2層 磁 器 肥前染付碗、一童の網 目文、見込みに文様、17世紀中頃～後葉 2009年 4月 27日 地点C
2 祢宜内遺跡 表土 磁 器 把前染付碗P18世 紀末～19世紀前半 2009年 4月 27日 地点①

3 祢宜内遺跡 1～ 2層 磁 器 肥前青磁、近世 2009年 4月 27日 地点①

4 祢宜内遺跡 1～ 2層 乾器 染付か白磁、折縁の皿、近世 2009年 4月 27日 地点⊂

5 大畑遺跡 表採 殉器 大堀相馬、灰釉碗、18世紀 寄贈資料の地点①

6 大畑遺跡 表採 陶器 小野相馬 ?、 灰釉碗、18世紀 寄贈資料の地点④

7 大畑遺 i 表 採 陶 器 産地不明、鉄釉小甕、近世 市教委分布調査地点J

8 志在家遺跡 表採 陶 器 地方窯、近世～近代、灰 T8、 鉢 ? 2009年度調査

9 志在家遺跡 磁 器 肥前、染付、筒茶碗、18世紀後半、外面は樹木、内面は四方欅文 2009年度調査

0 大 黒 天 遺 跡 Tl l層 陶 器 内外面に釉、鉢か童、岸窯、17世 紀代 2010年 2月 23日 調査

l 大黒天遺跡 表土 陶 器 大堀相馬、灰釉碗、18世紀代 2010年 2月 23日 調査

2 人幡坂遺跡 12窯 跡、排水溝 磁 器 蛸唐草文重、肥前、18世紀中頃 1987年 調査

3 人幡坂遺跡 北側調査区上部確認面 陶器 呉須絵、地方窯、近世～近代 1987至ニユ可望塁

4 人幡坂遺跡 北窯、クロ東2層 磁 器 瀬戸美濃、型押の皿、白磁、19世紀 1987年 調査

人幡坂遺跡 北調査区上部確認面 陶 器 小野相馬、淡青色釉、18世紀 1987年 調査

観音崎遺跡 BC46、 2'詈 陶 器 肥前、長石釉碗、17世紀代発色悪い 1977至
=言

周

7 観音崎遺跡 BE46、 3)詈 陶 器 美濃灰釉碗、18世紀代 1977年 調査

観音崎遺跡 AL54、 2層 陶 器 会津本郷?灰和鋼?蓋がつ くもの 1977年 調査

観 音 崎 遺 跡 3住 Cコ ーナー溝 磁器 プリント、新 しし 1977笠Fヨ]丞塁

観音崎遺跡 匂器 新 しし 1977年 調査

第 3章 歴史資料からみた大畑遺跡周辺

近世の大畑遺跡周辺

ここでは、主に近世における大畑遺跡周辺の姿を史跡や史料を通 して概観 してみたい。

遺跡地図に見られるように、大畑遺跡の範囲は東北本線白石駅の北に大 きく広がっている。

遺跡範囲の西端、少 し突 き出した辺 りに白石城の厩口門を移築 した廷命寺がある。延命寺は

真言宗で、門以外にも境内には幾つか興味深い伝承を持つ史跡がある。

ひとつに、現在小字名にもなっている不澄ヶ池がある。今では水が無 く石組を残すのみとなっ

ているが、かつてはその名のとお り小さな池であった。その昔、平泉にあった源義経一行が兄

頼朝のもとに馳せ参 じようとこの地を通った際、供の武蔵坊弁慶がこの池で薙刀を研いだとこ

ろ、その錆から池が濁 りその後澄むことがなくなってしまった事からその名が付いたという。

同じく境内には安珍地蔵尊が安置されている。これは、もともと別の寺院にあつたものが、

その寺院が廃寺になりこちらに移 された。安珍は白石出身で、伊具郡 (現在の角田市)の 東光

院という修験寺で出家 し、熊野三山に修行に向かう際紀州にて清姫 という娘 と恋仲になる。し

かし、修行の妨げになるとして安珍は逃げようとしたが、清姫の執念凄まじく、どこまでも追

いかけられた挙げ句、寺の鐘に隠れていたところを蛇身と化 した清姫に巻 き付かれ恋の熱気で

焼け死んでしまったのだという。その追菩供養のために建てられたのがこの地蔵尊で、誰にも

知られることなくこの地蔵尊の足指を舌で嘗めてお祈 りすると苦 しまずにコロリと死ぬことが

出来るという伝承がある。 (飯沼 1984)

また、廷命寺の南東には寺屋敷前や堂場前 といった字名があるが、これはかつて常林寺 (現

在は白石市南町にある。)が この場所にあったことに由来するといわれる。

遺跡範囲の東側は現在の白石市郡山地区である。中に五 昇 路という字名があるが、これは「後



生路」 とも表 し、葬列の通る道を意味する。 (風 間 1984)こ の一帯には、先の寺屋敷前や堂場

前のほかにも、この五昇路や観音崎、弥陀内、祢宜内、十五堂前などといった宗教色を感 じさ

せる地名が多 く残っている。

さて、大畑遺跡の範囲は、近世の旧地名で言うところの白石本郷と郡山村にまたがっている。

まず白石本郷は、白石城主片倉家ほかその家中が住む家中丁、奥州街道沿いに整備された宿

場町である本町、中町、長町、亘理町、短ヶ町、新町の白石六町、それ以外の一般の村に該当

する部分の 3つ に分けることが出来るが (亘 理 1984)、 大畑遺跡のある地域は白石六町の東側、

所謂村にあたる場所である。「風土記御用書出」(以 下「書出」。白石市 1974『 白石市史 5』 所収)

によると、本郷全体の村高は、

「一田代 百拾五貫九百八拾四文

一畑代 拾九貫九百七拾七文

畑代三百九拾九文之所雑穀御蔵場 但茶畑無御座侯事

都合 百三拾五貫五百六拾一文 右ハー園御知行山林野川共」

と 135貫 561文 (1,355石 6斗 1升 )である。これは、刈田郡内の片倉領 18ヶ 村で三沢村 (現

白石市大鷹沢三沢)に 次ぐ第 2位の高となる。

そして、「右ハ」以下により片倉家による一円知行が行われていたことが分かる。一円知行とは、

屋敷や田畑のみならず山林、沼沢、原野なども含め、その知行地全体の自由裁量が認められた

知行形態を言う。

片倉領では、知行地はさらに農民の耕作地 (百 姓前)と 家中への知行地 (家 中給分)、 足軽耕

作地 (足軽高)の 3種 に分類される。足軽の場合、家中給分と違いその土地にかかる年貢を農

民同様領主に納めたことから、足軽耕作地は領主片倉家の蔵入地と位置付けられている。 (白 石

市 1979)

領内におけるそれぞれの高の平均を割合で見ると、おおよそ百姓前と家中給分が共に 350/O程

度、足軽分が 300/O程 度であるが、本郷の場合全体の 61%を 家中給分が占める一方、百姓前は

210/O程 度 と領内最低である。足軽高 (蔵入地)を 含めると武士の土地が実に 8割 を占めること

になり、平均を大きく上回り領内でも高い部類に属するが、これは城下に近 く比較的条件の良

い耕地が広がっていた為とされている。 (亘 理 1984)

ちなみに、その人数構成は「書出」によると以下のとお り百姓人頭が 165人、家中が 176人

となっている。

「一人頭 百六拾五人 内一村住居五人 一町住居百五拾弐人

一寺 五ヶ寺 一修験 童ヶ院 ―社人 弐人

外御家中前 百七拾六人 内寺三ヶ寺 修験四ヶ院

(中 略 )

一寛永十九年御竿答仕御百姓二相立候者九十人人二御座候処其後六十七人相増 (以下略)」

一方、郡山村は白石本郷の東に位置 し、本遺跡の範囲となるのは小字で荒屋敷、五昇路と観

音崎の一部である。



同 じく「書出」によると、村高及び人数構成は以下の とお り。

「一田代 三拾弐貫百拾大文

一畑代 入貫六百弐拾文 但茶畑三十一文

都合 四拾貫七百五文

右者一国御知行山林野川共

一人頭 拾八人 内寺 宣 ケ寺

外御家中前 弐拾参人 内御家中修験 萱 ヶ院

一寛永十九年御竿答仕御百姓二相立候者六人二御座候処其後十二人相増 (以下略 )」

村高は 40貫 705文 (407石 5升 )、 百姓人頭が 18人 で家中が 23人 となっている。

この郡山村 については検地帳が残 っている。 (『 白石市史』5所収)そ の検地帳は、寛永検地の

内容 を後代 に写 した ものであると思われるが、当時の検地帳で 1村すべてが確認 されているの

は白石市関係ではこの郡山村のみであるという点で大変貴重である。 これにより個 々の田畑の

位付けと面積 を知ることがで きる。

それを一覧表で示 したのが表 1で、それぞれの割合 を円グラフで示 したのが図 1及 び図 2で

ある。田畑の位付 は、上々、上、中、下、下々の 5段階である。一見 して、田畑 ともに下及び下々

の位が耕地面積 の半分若 しくはそれ以上 を占めていることが分かる。対 して上及び上々の位 は

田で 210/O、 畑で 200/Oに す ぎない。

1 郡山村田畑の位付と面積
上 々 田 上  田 中  国 下  田 下々田

第1冊 3反4畝8分 2丁 1反 26分 2T9万え6南λ13う} 4丁5反7畝 15分 5反 1畝5分

第2冊 6反6畝6分 2丁3反3畝 16分 4丁6反 4畝 1分 6三
「

6反28分 l丁3畝4分

計 l丁 14分 4丁4反4畝 12分 7丁6反 14分 11丁 1反 8畝 13分 l丁 5反4畝 9分

田 合計 25T7万見8南人2う}

上 々 畑 上  畑 中 ナ巴 下  畑 下々畑

第1冊 1丁 25分 1丁 8反5畝29分 2三
「

6近廷3苗大5うゝ 5丁9反9分 8反 12分

第2冊 6反 2畝24分 1丁 7反8畝 17分 3丁3反 16分 6丁 1反 9畝26分 l丁4反 1畝4分

計 lT6反 3畝 19分 3丁6反4畝 16分 5丁9反 3畝21分 12丁 1反 5分 2丁2反 1畝16分

畑 合計 25T5近見3苗久17う}

※「 �I FF灘 剤 III対 絢 給 帳 r籍 1平 飛び第2冊ぃ『白石市 申15所 収 り作成。表記は同書に る

ほか、茶畑が下茶畑26分、下々茶畑7分ある。(2冊合計 )

図 1郡山村 田の位別 面積割合
下々田  上々田

また、寛永検地以後新田開発が盛んに行われた仙台藩内におい

て、郡山村ほかの刈 田郡一帯 は極めて開発高が低 く、郡単位では

宇多郡、気仙郡に次いで 3番 目の低 さで、1村平均 にす ると領内

最低 (藩 政期 を通 して約 52石 )で あることが明らかにされている。

(高倉 1987)し か しなが ら、寛永 19年 (1642)か ら安永 6年 (1777)

までの間に、白石本郷では人頭が 98人か ら 165人 と凡そ 1.7倍 に、

郡 山村では 6人 か ら 18人 へ と 3倍 に増加 していることか ら、そ

れぞれの持高が細分化、つ ま り農民層の分解が進行 しているとの

指摘 もある。 (亘 理 1984)

「鈍で頭 を剃 るか 裸で茨を背負 うか 刈田で百姓 をす るか」 という言葉が今に伝わっている



図 2郡山村 畑の位別 面積割合
下々畑  上々畑

が (関 谷 1972)、 これは位が低 く狭小な土地 しか持ち得なかった

百姓達の厳 しさを物語つていると言えよう。

係の再検討は今後の課題で

これまで見てきたように

一方で、この地域は紙類、温麺、生糸などの産物を有している。

他の地域で盛んに新田開発が行われていた 17世紀代に大きな高

の増加を見ることがないこの地域で、史料的な厳 しい制約はある

ものの、稲作だけではない百姓経営のあり方を捉え直すことはで

きないだろうか。史料に見る人頭増加 と実際に個々の経営にもた

らした変化 という問題も踏まえ、近世における当該地域の経済関

ある。

、近世における大畑遺跡周辺の姿は城下近郊の耕作地帯であった。

第 4章 ま と

祢宜内遺跡では竪穴住居跡等の拡が りが確認され、集落が西へ延びることが半J明 した。住居跡等の

密度が高いことが明らかになった。

大畑遺跡地点②では、詳細な時期が不明の溝跡が発見された。大畑遺跡の北側にあたる今回の箇所

周辺には、竪穴住居跡は存在しない可能性がある。

志在家遺跡では、丘陵の西及び南側を中心に遺構が確認された。東側は削平されていると考えられ

る。 円筒埴輪片の出土は大きな意味を持つ。これまで、白石盆地中心部の平野部における埴輪を

伴う古墳は、鷹巣古墳群と亀田古墳群のみが知られていた。一昨年になって、鷹巣古墳群の立地

する丘陵下でも埴輪の出土が確認されたが、今回の出上場所は鷹巣古墳群から約1.2km南であり従

来、埴輪を伴う古墳が確認されていない箇所であった。鷹巣古墳群と亀田古墳群の中間に位置する

箇所から円筒埴輪片が出上したことは、既に破壊された古墳もしくは窯跡が存在していた可能性が

高いことを示している。

め
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第 3表 届出一覧
No 遺跡名 遺脈奪 対応内容 所 在 地 調査原因 調査期間 調 査 結 果

1 羽山館跡 02209 発掘調査
白石市白川大卒都婆字黒森
1121ほ か

採石
平成2年4月 25日

～6月 30日
発掘調査実施。

2 大畑遺跡 )2262 ;掘調査 自石市宇東大畑107番地ほか 国道建設 平成2年 発掘調査実施。

3 脚跡、大勒

大
遺
野

確認調査 白石市福岡深谷字大鹿野55ほか 広域農道建設 平成3年 7月 3日 トレンチ7箇所設定、遺構、遺物なし。

4
銚子 ヶ盛
古墳

発掘調査 自石市字銚子 ケ森9 都市計画道路建設 平成3年 発掘調査実施。

5 大畑遺跡 )2262 確認調査 自石市字東大畑103■ 、103つ 宅地造成 平成7年4月 13日 祠査内容不明。

6 夫畑遺跡 姥262 確認調査 白石市字不 ケ池972、 97む 宅地造成 平成7年 6月 5日 弼査内容不明。

7 城内屋敷
遺跡

)2260 確認調査 白石市庵巣字寺入屋敷 都市計画道路建設 平成7年 准認調査実施。

8
尋巣古墳辞
B3号墳)

)2005 確認調査 白石市鷹巣字寺入屋敷 都市計画道路建設 平成7年 発掘調査実施。

9 電島山遺跡 02146 工事立会 白石市君[山字鹿野 河川法面工事 平成 7年7月 25日 置構 、遣物 な し。

10 雪生田遺跡 02032 確認調査
白石市福岡蔵本字首生田
111番地 1

工場増築
平成7年 10月 11日

～16日
トレンチ20箇所設定、遺構、遺物な し。

11 現音崎遺跡 )2322 確認調査 白石市郡山字観音崎198 住宅建設 平成7年 10月 9日 地下13mの 所で、溝、竃の袖、遺物 を発見。

石堂損跡 )2014 工事立会 白石市大鷹沢字石堂444 農道改良 平成7年■月2日 遺構、遺物なし。

硯音崎遺跡 )2322 確認調査 白石市郡 山字観音 W奇195 住宅建設 平成7年 12月 13日 トレンチ2箇所設定、深さ2mま で掘 り下げるが還構、遺物はなし。

14 大畑遺跡 )2262 lt認調査 自石市字東大畑 231 宅地造成 平成 7年 12月 12日 遺樽な し、弥生土器3点出土。

大畑遺跡 )2262 lt認調査 白石市字東大畑50 宅地造 Vk 平 成8年3月 23日 栗さ06mで 8世紀鎖の土器が多数出上 した。

矢越遺跡 )2029 鼈認調査 白石市小原字下川久保地内 国道n3号線改良 平成8年度～ 発掘調査実施、野J途報告。

17 死 山遺跡 )2114 確認調査 白石市益 岡町 都市計画道路建設 平成8年 12月 10日 遺構、遺物なし。

白石城跡 )2197 工事立会 白石市益岡町
硯光案内看板
設置4箇所

平成9年 2月 17日 、
19日 、20日 、跡 日

遺物が出上した箇所あり、本丸内の箇所は断面写真から判断
すると整地層を掘り抜いている。

大畑遺跡 )2262 維認調査 ヨ石市字東大畑1併 123 住宅建設 平成8年 5月 13日 調査内容不明。

弁天沼遺
跡

)2398 確認調査 白石市大鷹沢大町地内 公園造成 平成8年 9月 18日 調査内容不明。

田上遺跡 〕2043 確認調査 白石市福 岡長袋字 田上493 住宅建設 平成8年7月 H日 トレンチ1箇所設定、遺物の出土は不明。

田上遺跡 )2043 確認調査 白石市福岡長袋字田上324 生宅建設 平成8年 7月 11日 トレンチ1箇所設定、遺物の出土は不明。

大畑遺跡 〕2262 確認調査 白石市字大畑一番106の2 店舗建設 平成8年 7月 10日 トレンチ2箇所設定、遺物の出土は不明。

銚子ケ盛
敷石遺跡

)2010 確認調査 白石市銚子ヶ森28おほか 共同住宅建設 平成8年 7月 19日 トレンチ2箇所設定、杯出土。

白石沖遺
跡ほか

02132 確認調査
白石市田町、東町、大膊沢字谷
津川地内

1可ナ|IF文却多 平成8年8月 19日 調査内容不明。

一保環中
跡

田
遺 02285 確認調査 自石市大時沢三沢字田中地内 排水路改修 平成9月 2月 18日 調査内容不明。

田中遺跡 02135 確認調査
自石市大鷹沢三沢字田中
180‐5、 187-1

共同住宅建設 平成8年 7月 8日 トレンチ2箇所設定、遺物の出土は不明。

観音崎遺跡 02322 潅認調査 自石市郡 山字観音嶋 181 l■宅建設 平成9年4月 9日 深 さ 6mで溝跡、土器片が出土 した

覗音崎遺跡 02322 寵認調査 白石市郡山字観音崎 175、 176 住宅建設 平成9年4月 9日 深 さ 55mで竪穴住居跡、須恵器、炭化物が出土 した。

[日 前遺跡 02071 確認調査 コ石市福岡深谷字南町5 倉庫建設 平成9年4月 15日 遺構、遺物 な し。

式畑遺跡 02262 確認調査 ヨ石市字東大文B61 住宅建設 平成9年 4月 23日 遺構、遺物な し。

大畑遺跡 02262 確認調査 ヨ石市字東大畑136 店舗建設 平成9年 6月 26日 遺構、遺物なし。

大畑遺跡 92262 確認調査 白石市字東大畑1161 事務所建設 平成9年 7月 24日 トレンチ3箇所設定、遺構、遺物なし。

死 山遺跡 )2114 確認調査
白石市南町一丁目735番地23、

241、 242 墓地造成 平成9年7月 14日 トレンチ7箇所設定3256だ 、遺樽、遺物な し。

田中遺跡 )2135 確認調査
白石市大鷹沢三沢字田中140、

147、 139ほか 住宅建設
平 成9年 7月 31日

～8月 1日
トレンチ6箇所設定、須恵器杯を伴 う竪穴住居跡1棟を発見。

大畑遺跡 )2262 確認調査 白石市字東大畑 10 貸家建築 平成9年 10月 8日 トレンチ4箇所設定、遺構、遺物な し。

大町城跡 )2214 確認調査
白石市大鷹沢大町字大舘
lmЭ l、 167

鉄塔建設 平成9年 11月 7日 遺梼、遺物なし。

38 稲荷山
B遺跡

)2355 確認調査
白石市大薦沢大町字稲荷山
103-6ほ か 県道拡幅 平成9年 12月 16日 遺構、遺物なし。

39 白石城址 〕2197 工事立会 白石市沢端町75 学校用地の法面工

事
平成9年 11月

～平成10年 2月
無届工事。

40 大鷹沢
中前遺跡

確認調査 白石市大鷹沢字塔 ノ入 県道拡幅 平成10年2月 23日 遺構等 なし。

�鋤
)2414 確認調査

白石市大癬沢字三沢
字笠松地内

県道改良 平成10年 12月 19日
図面上の道路のlNIQ85～ No88の 区間に、長 さ600m× 幅30～
40m× 深 さ03～05m以上、1本の トレチ を入れ、その結果、土層
に変化は無 く。遺構 遺物は検出されなかった。

三部 山
潜麻 02325 確認調査

白石市福岡長袋字二部山221、

24、 25■、423、 42お
宅地造成 平成 10年4月 ■ 日 トレンチ4本、計97笛 を発掘するが、遺構、遺物 は確認されず。

43 ヨ石城跡 02197 7nt掘
調査 白石市益岡町 地内 白高第二運動場

平成10年 6月 22日
～30日

遺構、遺物を発見、発掘調査実施、別途報告済み。

大畑遺跡 02262 工事立会 白石市字東大畑88番地 仮設駐車場整備 平成10年 6月 11日

45 白石城跡 Э2197 唯認嗣食、
工事立会

白石市益岡町1番 7号ほか 都市計画道路建設 平成10年4月 25日 確認調査 トレンチを設定 しているが、内容不明。

自石城跡 )2197 工事立会 白石市益岡町地内 水環境整備事業
平成10年 7月 18日 、
平成■年2月 8日

遺構、遺物な し。

47 車場A遺跡 )2385 確認調査 白石市福岡長袋字陣場屋敦496 住宅建築 平成10年 4月 11日 トレンチ1本、計335∬ を発掘するが、遺構、遺物 は確認 されず。

大畑遺跡 )2262 確認調査 白石市字不澄ケ池97香 1 店舗兼住宅建築 平成 10年4月 18日 調査内容不明

大畑遺跡 )2262 確認調査 白石市東大畑18呑 1 住宅建築 平成 10年6月 20日 土坑、ビッ トが発 見 された

蓑根遺跡 )2356 確認調査 白石市大鷹沢大町字横根95 物置新築県駐車場 平成10年8月 8日 トレンチ調査を行っているものの内容不明。

51

白石条里
制LIN推定
地 和尚
堂遺跡

％

２４ 確認調査
白石市大鷹沢三沢宇三沢沖2番
ほか

大鷹沢農工計画
平成12年 2月 22日

～3月 2日

約2350∬ の確認調査を実施 した。遺博、遺物は確認 されなかつ

たと回答 している。

亀田西追跡 )2179 確認調査 自石市斎川字下河原地内 豊道改良計画 平成11年二月11日 確認調査 トレンチを設定 しているが、内容不明。

下川原子
A遺跡

)2340 確認調査
自石市福岡八官字川原子上
512 住宅建築 平成10年 11月 14日 トレンチ調査を行つているものの内容不明。



No 遺跡名 遺跡番号 対応内容 所  在  地 調査原因 調査期 間 調 査 結 果

高野遺跡 確認調査
白石市福岡深谷字高野248、

2牛9、 246
住宅建築及道路建
設

平成 H年4月 19日
長さ15m× 幅2m X深 さ50cm～ lm40cm以上1本の トレンチを入れ、
調査。その結果、土層に変化なく、遺構。遺物は検出されなかった。

自石条里制
跡推定地

02400 確 認調査 ヨ石市旭町四丁目46 店舗兼住宅建築 平成11年 4月 15日
長さ10m X幅2m X深 さlm40～ 65cm以 上。1本の トレンチを入れ、調
査。その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなかった。

大畑遺跡 02262 確認調査 白石市字東大畑82番 1 住宅建築 平成H年4月 26日

長 さ17m X幅 3m60cm× 深 さ75cm以 上、1本 の トレンチをいれ、
調査。その結果、住居跡四棟 と溝1条 とピット6基、と奈良 平安
時代の上器片若千を検出した。検出 した住居跡は出土遺物か
ら、奈良 平安時代の遺構 と思われる。

上鹿野前
遺跡

02176 確認調査 白石市城南一丁 目173‐2 住宅建築 平成11年 5月 25日
(1)長 さ8m60cm× 幅lm80cm X深 さ40cm(2)長 さ8m60cm X幅
lm80cm X深 さ40cm以 上、2本の トレンチを入れ、調査。その結
果、土層に変化はな く、遺構、遺物は共に検出されなかつた。

鳥越遺跡 02066 確認調査
白石市福岡深谷字引桜781
7>1、 字桜丘前ll

県南家畜診療
セ ンター建築

平成11年 5月 19日

(1)長 さ36m幅 2m× 深 さ70cm～ 90cm(2)長 さ36m× 幅2m× 50
cm～ 75cm以 上。2本の トレンチを入れ調査。土壊 とピッ トを若
干検出 した。検出 した遺構は。出土遺物から。平安時代の遺構
と考えられる。なお、建物の建築については、遺構がある部分
を除いて、北狽1に 約25mほ ど移動 して計画 してほ しいことと、
遺構保存を前提 として、土盛 を行 うこと等、遺構 をうつけない
ような配慮を要望する。

観音崎
遺跡

Э2322 工事立会
白石市郡山字観音崎1391、 139‐

3
住宅新築 平成11年 6月 21日

(1)長 さlm X幅 lm× 深 さ37cm(2)長 さlm× 幅lm× 深 さ38cm
(3)長 さlm x幅lm(4)長 さlm X幅 lm x深 さ50cm以 上。4本の
トレンチを入れ、調査。その結果か ら、(1)、 (2)、 (4)の トレンチ
か ら古墳後、平安時代の土師器及び須恵器の上器片を若干検
出 した。なお。建物の建築にさい しては、埋蔵文化財に影響 を
与えないような、現状地盤に土盛を行 うことを要望する。

60
内宜

跡

祢

遺 )2430 確認調査 白石市字祢宣内69番 1、 70番 1 住宅新築 平成11年 6月 5日

長さ7m80cm X幅 2m× 深さ40cm以上、1本 の トレンチを入れ、調
査。その結果、土綾2基 ビットを検出した。また、土器片 も若干検
出した。検出した遺構は出土遺物から、奈良 平安時代の遺構 と
考えらる。なお、建物の建築に際 しては、遺梼保存を前提 として。
土盛を行うこと等、遺構を傷つけないよううな配慮を要望する。

大網遺跡 確認調査
白石市福岡人官字坂 ノ上
15番地87

住宅新築 平成11年 5月 29日
(1)長 さ12m80cm X幅 lm30cm× 深 さ25cm(2)長 さ12m50cm× 幅
lm20cm× 深さ35cm以 上。2本の トレンチを入れ、調査 その結
果、土層に変化は無 く。遺椿 遺物は検出されなかった。

62 菅生田
遺跡

)2032 確認調査
白石市福岡蔵本字新菅生田
16-2ほ か

農業集落排水処理
施設

平成10年 11月 7日 確認調査 トレンチを設定 しているが、内容不明。

63
自石
条里制跡
推定地

)2400 確認調査 白石市旭町二丁 目8番8 住宅建築 平成H年5月 29日
(1)長 さ135m X幅 2m50cm× 深 さlm55cm(2)長 さ1lm60cm× 1幅

2m10cm× 深さlm50cm以 上、2本の トレンチを入れ、調査。その

結果、土層に変化はなく、遺 t・|、 遺物は共に検出されなかった。

64 田中遺跡 )2135 准認調査
白石市大薦沢三沢字田中
155-5

貸家建築 平成H年8月 23日
長さ8mttcm X幅 lm60cm× 深さlm60cm以上。1本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなかった。

田中遺跡 )2135 確認調査
白石市大鷹沢三沢字田中
1451、 146-3、 146‐ 4

貸家建築 平成H年8月 23日

(1)長 さ19m60cm× 幅lm60cm X深 さ77cm(2)長 さ22m10cm× 幅
lm50cm× 深さ70cm以 上。2本の トレンチを入れ、調査。その結
果か ら、(1)の トレンチ と(2)の トレンチから、溝2条 を検出 し
た。(1)の トレンチからは土師器の土器片若干を検出 した。ま
た、(2)の トレンチか ら。直径30～45cmの 柱穴4基 を検出 した。
なお、建物の建築に際 しては、遺構保存 を前提 として、当初 の
建築計画通 り、現状地盤に土盛を行 うことを要望する。

土合遺跡 )2252 確認調査
白石市福岡蔵本字箕輪一番
45番2、 46呑2 住宅新集 平成H年7年 29日

住宅建築予定の場所に掘削機により、長 さ10m35cn X幅 lm9o
3m X深 さ40cmの 1本の トレンチを入れ削除。遺構、遺物の有無
等を確認。調査の結果、遺構、遺物はなかった。

石
跡

白
遺

)2132 確認調査 白石市東町二丁 目55、 512 貸家建築及び居宅
建築

平成H年6月 18日
(1)長 さ16m10cm× 幅3m30cm× 深さlm60cm(2)長 さ12m30cm X
幅3ml儀 m× 深さ9∝ m～ lm以 上、2本の トレンチを入れ、調査。そ
の結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は共に検出されなかつた。

幕ノ内
遺跡

)2234 確認調査
白石市大平森合字白川前畑
103‐4ほか 居宅建築 平成11年 7月 5日

長さ9m50cm X幅lm4儀mX深 さ35～ 50cm以上。1本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなかった。

追前遺跡 〕2379 確認調査
白石市大平中目字唐沢前218、

21-10
住宅2棟新築 平成11年 7月 28日

長さ%m20cm× 幅2m60cm× 深さ50cm以上。1本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなかつた。

白石
条里制跡
推定地

)2400 確認調査 自石市朝 日町2丁 目7番 15 住宅建築 平成11年 8月 25日
長さ8m× 幅3m× 深 さlm40cm以 上。1本の トレンチを入れ、調
査。その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなか つ
た。

71
赤井畑
遺跡

)2030 確認調査 白石市小原字上沢中2香9 住宅建築 平成H年9月 20日
長さ1lm70cm X幅 2m10cm X深 さ70cm以上。1本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなかつた。

大畑遺跡 〕2262 確認調査 白石市字寺屋敷前 74番 7 住宅建築 平成 11年 9月 27日

(1)長 さ6m80cm X幅 2m70cm X深 さ48cm(2)長 さ6m80cm X幅
2m70cm X深 さ48cm以上。2本の トレンチを入れ、調査。その結果
から、(1)の トレンチから、直径60～92cm土族3基検出した。また、
(2)の トレンチから。直径lm32cmの上接1基 と土師器の上器片 を
険出 した。なお、建物の建築に際 しては、遺構保存を前提 として、
当初の建築計画通 り、現状地盤に土盛を行うことを要望する。

73
古屋敷
遺跡

02368 確認調査 白石市越河五賀字古屋敷 19‐ 12 住宅建築 平成 H年 10月 25日
(1)長 さ8m× 幅2m80cm× 深 さ55cm(2)長 さ7ml∝m× 幅2m80
,m× 深 さ60cm以 上、2本の トレンチを入れ、調査。その結果、土
層に変化はな く、遺構、遺物は検出されなかった。

74 毛現山館跡 02209 慎重工事 白石市白川1大 卒都婆字羽山(黒森) 岩石採取 平成11年 H月 1日 ～

大畑遺跡 02262 確認調査 白石市字大畑一番71■ 住宅建築 平成H年 11月 17日
(1)長 さ2m10cm× 幅lm x深 さ88cm(2)長 さ2m10cm X幅 lm x
深さlm15cn以 上、2本の トレンチを入れ、調査。その結果、土層
に変化はな く、遺構、遺物は検出されなかった。

地蔵院館跡 確認調査 白石市斎川字梶川714ほ か 住宅建築 平成 11年 H月 24日
(1)長 さ2m10cm X幅 lm× 深さ88cm以上、1本 の トレンチを入れ、
その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなかった。

77
白石
条里侍1跡
推定地

02400 確認調査 白石市旭町二丁 目67 住宅建築
(貸家ユ棟 )

平成H年 12月 9日
(1)長 さ8m50cm X幅 2m20cm X深 さlm45cm以 上、1本の トレン
チを入れ、その結果、土層に変化はな く、遺構、遺物は検出され
なかつた。

先場
跡

馬
遺 02050 確 認調査

白石市福岡人宮字中ノ川
7■ 、卜2、 卜9

住宅建築 平成11年 12月 18日
(1)長 さ6m5∝ mX幅 lm65cm× 深さ57cm以上、1本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなかつた。

白石
条里制跡
推定地

D2400 確認調査 白石市旭町三丁 目1■ 借家建築 平成12年 2月 15日

(1)長 さ19m60cm× 幅311145cm X深 さlm60cm(2)長 さ13m～
13m60cm× 幅3m85cm× 深 さlm60cm以 上、2本の トレンチを入
れ、調査。その結果、(2)の トレンチから、幅2m43cm～2m80cmの
溝1条を検出 した。ただ、検出された溝の方向が、条里制の方向
と合致 しないので、条里制に伴 う溝 とは考えられない。なお建
物の建築に際 しては、遺構保存 を前提 として、当初の建築計画
通 りの基礎掘削をおこなうことを要望 します。

前山遺跡 92115 確認調査 白石市城南二丁 目54、 517 住宅建築 平成12年 1月 15日
(1)長 さ5m50cm× 幅lm20cm× 深さ15cm以 上、1本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構、遺物は検出されなかった。

81

白石
条里制跡
推定地

)2400 確認調査 白石市旭町五丁 目61 居宅建築 平成12年 3月 12日
(1)長 さ8m60cm× 幅2m90cm X深 さlm20cm以 上、1本の トレン
チを入れ、その結果、土層に変化はな く、遺構、遺物は検出 され
なかった。



No 遺跡名 遺跡番号 対応内容 所 在 地 調査原因 調査期 間 調 査 結 果

鹿島山
遺跡

確認調査 白石市郡山鹿野51■ 住宅建築 平成12年4月 18日

調査の概要 (1)長 さ9m× 幅2m75cm X深 さ25cm、 (2)長さ7m80
cm× 幅2m70cm× 深さ25cm、 (3)長 さ10m40cm X幅 2m70cm X深
さ25cm以 上。3本の トレンチを入れ調査。その結果、(3)の トレ
ンチから、長 さ90セ ンチ ×幅40～ 50cm、 深 さ46cmの石匙、土器
混 じりの上娯基を検出 した。指示事項、建物の建築に際 して
は、遺構保存 を前提 として、計画 し、実施することを指示 した。

機大ヽ日勘

白
跡
向

工事立会
白石市福岡深谷宇大 日向541
同白萩山32

採草地、放牧場造成
平成12年 10月 3日 、
10月 16日 、10月 25日

調査の概要 協議 した土地の範囲の中で、杭 を打って、牧柵 を
たてる時、草刈 り終了後、堆肥を入れる時にそれぞれ立ち会っ
た。調査時には、遺構 遺物は検 出されなかった。

跡
跡

遺
遺

郷
畑

本
大

02121
02262 確認調査

自石市字大畑1香59番3地先～

東大畑133番地1地先
中河原白石 1中 線道
路工事

平成11年度 発掘調査実施。

本郷遺跡 0212] 工事立会 自石市字堂場前1232地 先ほか
公共下水道事業
沢 目枝線

平成 11年度 立会結果は不明。

白石城跡 02197 工事立会 白石市益岡町H2番地内 遊具改修工事 平成二年度 立会結果は不明。

寿山遺跡 02258 工事立会 白石市寿山611135番地内
その他開発
(遊具改修工事 )

平成11年度 立会結果は不明。

白石城跡 窪認調査 白石市益岡町 ■2番地 1地 内
横綱「大砲万右衛
F弓 J銅像建立 平成 11年 10月 22日 毒、柱穴等を発見。

大畑遺跡 )2262 工事立会
白石市字大畑一番863地先～

128地先

公共下水道事業
大畑一番枝線

平成12年 10月 17日 、
11月 10日

マンホール設置工事寺に立合い調査 を実施することを指示 し
た。上記地籍の内、調査 した結果、土層に変化はな く、遺構 遺
物等は検出されなかった。(①長さ2m× 幅2m X深 さlm90cm②
長さ2m X幅 15X深 さlm50cm)

大畑遺跡 )2262 工事立会 コ石市字東大畑92地先～19地先
公共下水道事業弥
柁内準幹線 枝線

平成12年 7月 10日 、
7月 14日

マンホール設置工事寺に立合い調査 を実施することを指示 し
た。上記地籍の内、調査 した結果、土層に変化はな く、遺構 遺杉
等は検出されなかった。(①深さ154m②深さ12m③深さ2m)

大畑遺跡 〕2262 確認調査
自石市字東大畑354地 先～

86地先

公共下水道事業
東大畑枝線

平成13年 1月 26日 、
2月 1日 、3月 12日

マンホール設置工事寺に立合い調査 を実施することを指示 し
た。上記地籍の内、調査 した結果、土層に変化はな く、遺構 遺
物等は検出されなかった。①長 さ3m× 幅97cm× 深 さ2m53cm
(シ ーティングを入れる前■m55cm)②長さ2m X幅2m X深さ
2m25cm(第 1段階■mlocm)①長さ2m X幅 2m X深 さlm80cm(第
1段階■m15cm)

92 横根遺跡 〕2356 工事立会
白石市大庵沢大町字横根81番
地先～1044番 地先

公共下水道事業 (大

庵沢大町準幹線 )

平成13年4月 11日 、
16日

マ ンホール設置工事寺に立合い調査 を実施することを指示 し
た。上記地籍の内、調査 した結果、土層に変化はな く、遺構 遺
物等は検出されなかった。

93 滝の観音
裏遺跡

〕2250 発掘調査
白石市福岡蔵本字平屋敷72呑
地3地先ほか

市道一本木通 り線
改良工事

平成13年度 発掘調査実施、別途報告。

94 白石城跡 〕2197 工事立会 白石市益岡町70番 地内
益岡公園野球場
設備

平成12年 12月 15日 、
20日

内野 外野周辺盲暗渠工事時に立合い調査 を実施。 所在地の

野球場内、立会の結果、遺構 遺物等 は検出されなかつた。

跡制
地

石
里
定

白
条
推

Э2400 確認調査
白石市旭町1丁 目7■～7【 1】 、
86～ 11【 2〕

宅地造成
平成12年 7月 3日

～4日

調査の概要 【1'の地積に (1)長 さ20m30cm× 幅2m60cm× 深 さ
135cn、 (2)長 さ21m幅 2m60cm× 深 さlm40cm、 (3)長 さ13m20cm
X幅2m90cm X深 さ150cm、 (4)長 さ7m80cm× 幅2m90cm× 深 さ
130cm、 (5)長 さ7m30cm X幅 2m90cm× 深 さ140cm以 上、5本の ト
レンチを入れ、調査。 【2】 の地積 に(6)長 さ20m20cm× 幅3m20
cm× 深 さ124cm、 (7)長 さ15m X中目3m20cm X深 さ114cm、 (8)長 さ
20m10cm× 幅3m10cm X深 さ130cm、 (9)長 さ16m90cm X幅 3m10
cm X深 さlm以上、4本の トレンチ を支入れ、その結果、土層に

変化はなく、遺構 遺物は検出されなかった。

ヨ手屋
宣跡

)2123 工事立会 自石市鷹巣字田手267、 268 協参道建設 平成12年 H月 14日

調査の概要 新規 コンクリー ト擁壁建設工事時に立合調査 を

実施。地籍の内、長さ8m50cm X幅 90cm～lm40cm× 深 さ50cmの
1本の トレンチを入れ、調査。その結果、直径%cmと 直径20cmの
ピット2基が検出されたが、土擁 遺物は検出されなかった。

97
白石
条里制跡
推定地

)2400 確認調査 白石市旭町2丁 目子3 宅地建築 平成12年 7月 29日
調査の概要 (1)長 さ10m7∝ m× 幅lm6∝ m× 深さlm35cm(2)長
さ9m50cm X幅 lm65cm× 深さlm35cm以 上、2本の トレンチを入
れ、その結果土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかった。

98 t田遺跡 )2257 確認調査 白石市旭町1丁 目44 住宅建築 平成12年 7月 25日
長さ10m60cm X幅 2m70cm× 深 さlm20cm～ lm45cm以 上、一本
の トレンチを入れ、その結果土層 に変化はなく、遺構 遺物は

検出されなかつた。

99
白石
条里制跡
推定地

)2400 確認調査 自石市旭 町4丁 目33 貸家建築 平成12年8月 8日

(1)長 さ13m× 幅2m05cm× 深 さlm(2)長 さ13m90cm× 幅2m×
深さlm10cm、 2本の トレンチを入れ、調査。その結果土層に変
化はな く、遺構 造物は検出されなかった。

大畑遺跡 )2262 工事立会 白石市郡山字荒屋敷56、 56番 5 宅地造成 平成12年 8月 30日

基礎工事時に立会い調査 を実施。 地籍の内、三ヶ所を調査 し
た結果、盛上 した後か らの基礎掘削が深 さ40cmで あるため、盛
土する前の表土から下に基礎掘削が及ばず、地下の埋蔵文化
財に影響を与えないことを確認 した。

大畑遺跡 )2262 確認調査 白石市字東大畑135■、1352 宅地造成 平成12年 11月 20日
(1)長 さ113m× 幅32X深 さ138m(2)長 さ11lm X幅3m X深 さ
127m、 2本の トレンチを入れ、調査。その結果土層に変化はな

く、遺構 遺物は検出されなかった。

中ノ在家
遺跡

〕2417 確認調査 白石市越河平字入63お～5、 637 住宅建築 平成12年 12月 13日
長さ6m2儀 m× 幅lm60cm× 深さ80cm以 上、一本の トレンチを入
れ、その結果土層に変化はなく、遺梼 遺物は検出されなかった。

鷹巣古墳群
(30号墳 )

〕2005 確認調査 白石市郡山字虎子沢山25、 226 残土置場建設 平成 17年度 無届け工事による古墳の破壊。

104 大畑遺跡 )2262 白石市字寺屋敷684、 74-12 通路築造 平成13年 2月 7日

長さ25m10cm X幅 2m30cm X幅 2m30cn× 深 さ30～60cm以 上、一

本の トレンチを入れ、調査。その結果、土残6基 (内 、1基 は、土師
器の土器片若干を検出)と 幅60cm～ 80cmの 溝2条 を検出した。指
示事項 道路の築造、特に南狽Iの VS側溝の築造に際 しては、西
狽1に 向かって、浅い所から遺構等 を検出 しているので、それ ら
の遺構等の保存に配慮 して、VS側溝 を当初の計画よリサイズ

が小 さいのに変更 して、工事を実施することを指示 した。

105 大畑遺跡 )2262 工事立会 白石市字寺屋敷前Ю 4 看板設置 平成18年度 立会結果は不明。

106 帥勒
)2355

関わ りな
し

白石市大鷹沢大町字稲荷山108
産業廃棄物中間
処理施設

平Fk18年 2月 土地の掘削なし。

大畑遺跡 02262 確認調査 白石市字東大畑51番 宅地造成 平成13年 4月 17日

(1)長 さ40m80cm× 幅8m× 深 さ60cm～lm10cm(2)長 さ39m20
cm X幅 3m X深 さ60cm～ 65cm以 上、2本の トレンチを入れ、調
査。その結果、遺構確認面 より上の層 (田 の層)よ り、(1)の トレ
ンチから須恵器の土器片若干、(2)の トレンチか ら土師器の土

器片若千を検出したが、遺構確認面か らは、遺構 遺物は検出
されなかった。

大畑遺跡 02262 工事立会
白石市字大畑一番84■地先～
R5_2拍 牛

公共下水道事業 (大
畑一番枝線 )

平成 14年 3月 29日
土層に変化はなく、遺構 遺物等は検出されなかった。(①長さ
2m X幅 2m× 深さlm9ocm② 長さ2m X幅 15× 深さlm50cm)

釜倉遺跡 02375 工事立会 白石市郡山字金倉 地内
農業用排水
施設改修

平成16年 1月 9日 ～

2月 28日

屈削工事時に工事立合調査を実施。調査の結果、既存水路内
つ工事であ り、土層に変化はな く、遺物 遺構等は発見されな
いったため。調査を終了 した。



No 遺跡名 遺跡番号 対応内容 所 在 地 調査原因 調査期間 調 査 結 果

白石城跡 02197 工事立会 自石市益 岡町27 白石高旧屋内
運動場解体

平成13年 10月 26
日、11月 1日 、11月
15日 、12月 3日

既設給水切断 撤去時、川石積擁壁 通路 (渡 り廊下)撤去時、旧
屋内運動場基t4便所基礎撤去時、メッシュフェンス基礎掘削
工事時に立会い調査を実施。調査 した結果、土層に変化なく、
遺構 遺物等は検出されなかった。

自石城跡 02197 工事立会 白石市益岡町65番 地
益岡児童公園暗渠
工事

平成 14年 3月 11日
暗渠管及び集水桝設置工事時に立会い調査を実施。調査 した結
果、土層に変化はなく、遺構 遺物等は検出されなかった。①長
さ23m× 幅40cm× 深さ30cm② 長 さ123m X幅40cm X深 さ34cm

112
陣場山館
跡、瓦焼
場窯跡

工事立会
白石市福岡蔵本字瓦焼場 福岡
長袋字陣場山

蔵本道路改良事業 平成13年度 市教委の不手際により工事立会を実施せず。

113 大畑遺跡 Э2262 工事立会 白石市字大畑地内 水道管布設
平成14年 3月 14日 、
3月 15日 、3月 19日

NTT管確認のための試掘時と配水管布設工事時に立会い調査
を実施。調査 した結果、土層に変化はなく、遺構 遺物等は検出
されなかつた。①配水管布設工事:長 さ35m X幅 lm x深 さ140
cm(NTT管確認のため試堀 :長 さlm80cm× 幅75cm× 深 さ150cm)

②配水管布設工事:長 さ5m20cm X幅 83cm X深 さ130cm(NTT管
確認のための試堀時:長 さlm90cm× 幅75cm× 深さ140cm)

内宜
跡

祢
遺 )2430 工事立会 白石市字祢宜内 地内 基盤設備促進事業

平成15年 2月 28日
～3月 5日

掘削工事時に工尋立合調査 を実施。調査 した結果、既存水路内
の工事であ り、土層に変化はな く、遺構 遺物等は検 出されな
かった。(1)長 さ45m X幅3m X深 さ12m

内宜
跡

祢
遺 )2430 工事立会 白石市字祢宜内 地内 基盤設備促進事業

平成15年 12月 8日 、
平成16年 1月 8日

掘削工事時に工事立合調査を実施。調査結果、既存水路内の工事
であ り、土層に変化はなく、遺構 遺物等は検出されなかった。

栃窪遺跡
ほか

)2418 確認調査
白石市越河平字打越前、越 1可字
船ヶ作入 愛宕山 栃窪地内

県営土地改良総合
整備越河地区

平成14年 3月 立会結果 は不明。

117
内宜

跡

祢
遺 )2430 確認調査 白石市十王堂北32 住宅建築 平成 13年 5月 25日

長 さ8m20cm X幅 lm60cm× 深 さlm25cm～ 73cm以上、1本の トレ
ンチを入れ、その結果、遺構 遺物は検出されなかった。

鷹巣
古墳辞

工事立会
白石市大鷹沢鷹巣字寺入屋敷
東25、 26 住宅建築 平成13年 9月 17日

基礎掘削工事時に調査を実施。調査した結果、土層に変化はな
く、遺物 遺構等は検出されなかった。(①長さ10m80cm X幅 65
cm× 深さ50～ 115cm② 長さ10m30cm X幅 80cm× 深さ64～ 96cm)

白石
条里制跡
推定地

確 認調査 白石市旭 町4丁 目35 アパー ト新築工事 平成 13年 8月 24日
(1)長 さ13m30cm X幅 2m30cm X深 さ85cm(2)長 さ9m9ocm× 幅
2m20cm× 深 さ70cn以 上、2本の トレンチを入れ、その結果、土
層に変化はな く、遺特 遺物は検出されなかった。

大畑遺跡 〕2262 確 認調査 白石市寺屋敷前621 従業員駐車場
整備工事

平成13年 7月 21日
長さ9m70cm× 幅2m05cm X深 さlm20cm以上、一本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかつた。

大畑遺跡 〕2262 確認調査 白石市字延命寺北61もの一部 住宅建築 平成13年 9月 5日
層

層

長さ5m30cm X幅 2m× 深 さ40cm(遺 構確認面 (擬灰岩 砂利
)、 (2)長 さ4m50cm X幅 2m X深 さ53cm(遺 博確認面 (砂利
)以上、2本の トレンチを入れ、その結果、土層 に変化はな
遺構 遺物は検出されなかった。

122
自石
条里制跡
推定地

〕2400 確認調査 白石市旭町三丁 目36 宅地造成 平成13年 10月 23日
(1)長 さ13m80cm X幅 lm80cm× 深 さ220cm(2)長 さ8m20cm× 幅
lm50cm× 深さ155cm～ 180cm以 上、2本の トレンチを入れ、その

結果、土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかった。

123
自石
条里制跡
推定地

)2400 確認調査 自石市旭町一丁 目711 共同住宅新築工事
のため 平成13年 9月 19日

(1)長 さ1lm50cm× 幅3m25cm× 深さ225cm(土層:山 砂 140cn、 田
85cm)(2)長 さ9m60cm× 幅3m× 深さ230cm(土層:山 砂14∝m、 田
90cm)以 上、2本の トレンチを入れ、その結果、土層に変化はな
く、遺構 遺物は検出されなかった。

124
菅生田
遺跡

)2032 確認調査
白石市福岡蔵本字菅生田111番
13^ヤ 17

倉庫増築及び破砕
場建設

平成14年 5月 14日
～27日

(1)長 さ15～ 60m X幅3m× 深 さlm40～60cnの トレンチを全体
に15本配置 し。約1,200言 を調査 した。土層に変化はな く、遺構
遺物は検出されなかった。

大畑遺跡 02262 確認調査 白石市大畑一番61-19 専用住宅建て替え 平成13年 10月 26日

(1)長 さ9m55cm× 幅2m90cm× 深 さ94cm(2)長 さ10m30cm X幅
lm65cm X深 さ126cm以 上、2本の トレンチを入れ、その結果、土
層に変化はな く、遺構 造物は検出されなかつた。と回答 して
いるが、方形の黒色上の落ち込み等あ り。

Ａ原
跡

才
遺 確認調査

白石市大平中目字斎原57呑 、
58番 66番

居宅建築 平成13年 12月 27日
(1)長 さ3m60cm X幅 3m05cm X深 さlm30cm(2)長 さ4m20cm×
幅2m95cm× 深さlm以上、2本の トレンチを入れ、その結果、土
層に変化はな く、遺構 造物は検出されなかった。

脇神
跡

明
遺 02072 確 認調査 白石市福岡深谷字北沢田46番 1 吾宅建築 平成 14年 2月 13日

長 さ5m10cm X幅 lmiocm X深 さlm20cm以 上、1本の トレンチを
入れ、調査。その結果縦幅 (南北)lmo5cn X横 幅 (東西 )lm95cm
の半円形の風倒木の跡 (深 さ15cm。 壁が斜めに立ち上がってお
り、遺物は入つていない。)土師器の上器片若干及び縄文の上
器片1点 を検出した。遺構は検出されなかった。

弥陀内遺跡 02263 白石市郡山字平成54番 地 社員寮建設 協議書のみ。

跡制
地

石
里
定

白
条
推

D2400 確認調査 白石市旭町4丁 目34 貸家建築 平成14年 4月 23日

(1)長 さ4m30cm× 幅lm60cm X深 さlm60cm(2)長 さ4m60cm×
幅lm60cm× 深 さlm60cm(3)長 さ4m30cm× 幅lm60cm X深 さ
lm65cm(4)長 さ4m50cm× 幅lm60cm X深 さlm70cm以上、4本の
トレンチを入れ、その結果、土層に変化はな く、遺構 遺物は検
出されなかった。

跡制
地

石
里
定

白
条
催

)2400 確認調査 自石市旭町一丁 目63 サウナ建設 平成14年 4月 23日 幅

果

長さ7m00cm X幅 lm80cn X深 さlm20cm(2)長 さ8m30cm×
m80cn X深 さlm20cm以 上、2本の トレンチを入れ、その結
土層に変化はな く、遺構 遺物は検出されなかった。

月神遺跡 )2117 確認調査
白石市大平森合字上明神前
2子 1、 28、 29、 30

倉庫建築 平成14年 5月 8日
(1)長 さ9m x幅 3m80cm X深 さlm20cm以上、1本 の トレンチを入
れ、その結果。土層に変化はなく、遺構 造物は検出されなかった。

大畑遺跡 )2262 確認調査 自石市字大畑一香841 住宅建築 平成14年 4月 4日
(1)長 さ7m調帥 X幅3m10cm× 深さlm以 上、1本の トレンチを入
れ、その結果。土層に変化はなく、遺構 造物は検出されなかった。

本郷遺跡 工事立会 自石市字沢 目1212、 1287ほ か 住宅建築 平成14年 7月 1日

基礎掘削工事時に立合い調査 を実施。調査 した結果、土層に変
化はなく、遺構 造物等は検出されなかった。長 さ45m50cm X
幅60cm X深 さ35～ 40cm。

北無双作
遺跡

)2009 確認調査 白石市字北無双作25番 1 住宅建築 平成14年 8月 2日
(1)長 さ4m00cm X幅 3mOo帥 X深 さlm80cm(2)長 さ4m00cm X
幅3m00cm× 深 さlm60cm以 上、2本の トレンチを入れ、その結
果、土層に変化はな く、遺構 遺物は検出されなかった。

保久
跡

上
遺 )2378 確認調査 白石市上久保71■ 住宅建築 平成14年 8月 1日

(1)長 さ7m50cm× 幅3m00cm X深 さユm60cm以上、1本の トレンチを入
れ、その結果。土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかった。

花現山rH跡 )2209 慎重工事 白石市白川大卒都婆字羽山32■ 鉱石採掘拡大 平成15年度

大畑遺跡 )2262 確認調査 白石市字東大畑134番 1 歯科診療所新築
平成14年 11月 19日

～21日

(1)長 さ16m× 幅12m X深 さlmoocm(2)長 さ4m× 申目2m X深 さ
lm10cm以 上、2本の トレンチを入れ、調査。その結果、東西に延
びる幅2mの 区画構が検出されました。指示事項 今回の工事
は、土盛 りも高いことから、遺構 に対 して影響が軽微であ り、
埋蔵文化財 としても保存 されることか ら、当初の建築工事計
画通 り、実施することを指示 した。

上高野
遺跡

)2310 確認調査 白石市福 岡深谷字上高野50 住宅建築 平成 14年 11月 14日
(1)長 さ6m00cm X幅 5m00cal× 深さ2mO髄m以上、1本の トレンチを入
れ、その結果。土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかった。

白石沖
遺跡

)2132 確認調査 白石市東町二丁 目53 住宅建築 平成 14年 12月 5日
(1)長 さ7m00cm X幅 5m00cm X深 さ2m20cm以上、1本の トレンチを入
れ、その結果。土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかつた。

滝の観音
裏遺跡

)2250 確認調査
白石市福岡蔵本字平屋敷552、

58-1、 60‐ 1
住宅建築 平成14年 12月 5日

(1)長 さ8m00cm X幅 4mO儀mX深 さ1潮側cn以上、1本の トレンチを入
れ、その結果。土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかった。



No 遺跡 名 せ跡番号 対応内容 所 在 地 調査原因 調査期間 調 査 結 果

蔵王開拓
D遺跡

)2299 確認調査
白石市福岡人宮字大網前
146-1、 147-1

釣 り堀 魚の掴み

取 り場建設
平成 15年 5月 15日

(1)長 さ10m× 幅3m X深 さlm80cm(2)長 さ10m X幅 3m× 深 さ
lm20cm(3)長 さ10m X幅 3m× 深 さlmlocm(4)長 さ10m X幅 3m
X深 さlm60cm(5)長 さ10m× 幅3m X深 さlm20cm以 上、5本の

トレンチを入れ、その結果、土層に変化はなく、遺構 遺物は検
出されなかった。

大網遺跡 )2051 確認調査 白石市福岡人官字大網北13 住宅建築 平成 14年 12月 16日
(1)長 さ5劇ЭOcm X幅 3m00cm X深 さ90cm以上、ユ本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構 造物は検出されなかつた。

北無双作
遺跡

)2009 工事立会
白石市字北無双作491
49-13ほ か 居宅建築 平成15年6月 18日

既に宅地建設工事 を実施 していたので、宅地周 りを調査する
に終わた。指示事項 工事着手前に、連絡をとるように強 く指
導 した。当初の工事計画通 り、実施することを指示 した。

前 山遺跡 工事立会 白石市城南二丁 目49 居宅建築 平成15年 6月 17日

既に宅地建設工事 を実施 していたので、宅地周 りを調査する
に終わた。指示事項 工事着手前に、連絡をとるように強 く指
導 した。遺構、遺物な し。

内宜

跡

弥
遺 〕2430 確認調査 白石市字祢宜内761 宅地造成 平成15年 2月 26日

(1)長 さ9moocm X幅 3m50cm× 深 さ70cm lm20cm(2)長 さ8m80
cn× 幅3m50cm× 深 さ60cm(3)長 さ9m20cm X幅 3m50cn X深 さ
70cm以 上、3本の トレンチ を入れ、その結果、遺構 遺物は検出
されなかった。

祢宜内
遺跡

02430 確認調査 白石市字祢宜内1101 宅地造成 平成15年 2月 25日

(1)長 さ8m00cm× 幅3m00cm X深 さ70cm(2)長 さ9moocm× 幅
3m00cm X深 さ70cm以 上、2本の トレンチを入れ、その結果、若
干の土師器及び土器片を検出 したが、土層に変化はな く遺構
確認面からは、遺構 造物は検出されなかった。

147
膊巣古墳辞
(29号墳 )

02005 確認調査
白石市膊巣字堂ノ入山26、

2‐ 7、 2‐8
宅地造成 平成17年度 確認調査実施、別途報告。

祢宜内
遺跡

Э2430 確認調査 白石市字祢宜内57 宅地造成 平成15年2月 25日
(1)長 さ1lm X幅 3m× 深 さ80cm以 上、1本の トレンチを入れ、そ
の結果。土層に変化はな く、遺梼 遺物は検出されなかった。

149 跡制
地

石
里
定

白
条
推

)2400 確認調査 白石市旭町三丁 目2望 宅地造成 平成15年 2月 13日

(1)長 さ14m00cn X幅 3m00cm X深 さlm70cm(2)長 さ14m00c珀
×幅3m00cn× 深 さlm80cm(3)長 さ14m00cm× 幅3m00cm× 深
さlm20cm以 上、3本の トレンチを入れ、その結果、土層に変イと
はな く、遺構 遺物は検 出されなかつた。

白石条里制
跡推定地

)2400 進認調査 自石市旭町二丁 目84 住宅建築 平成15年 3月 18日
(1)長 さ5m00rm X幅 3m00cm× 深さlm30cm以 上、1本の トレンチを入
れ、その結果。土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかった。

才原
A遺跡

工事立会 白石市大平中目字斎原 地内 通路建設 平成15年 6月 18日
山砂及び砂利による土盛 り工事 を実施。土層に変化はなく、遺

構 造物は検出されなかった。

内陀

跡

弥

遺 )2263
白石市字十二堂北33、 323、 34、

35、 36‐2
貸資材置場建設 協議のみ。

と53 赤治郎北
遺跡

)2295 真重工事
白石市福岡八宮弥治郎北125
33他

祢治郎地すべ り
坊止対策事業

平成14年度～16年度

と54 大畑遺跡 〕2262 工事立会
白石市宇東大畑 1022地 先～

353地先

公共下水道事業 (東

大畑準幹線 )

①平成14年9月 11日

②18日 ①27日

① 10月 16日

⑤ ll月 12日

マンホール設置掘削工事時立会調査を実施。調査した結果、土
層に変化はなく、遺構 造物等は検出されなかつた。①2m× 2m
×深さ12m26m② 2m X2m X深 さ27m① 2m× 2m X深 さ29m
①2m× 2m X深 さ18測③2m× 2m× 深さ21m

雑獅勘

荒

跡
内

確認調査 色石市福岡深谷字御所内 地内
市道御所内線道路
攻良工事

平成14年 10月 3日
(1)長 さ20cm X幅 6m X深 さlm以上、1本の トレンチを入れ、そ
の結果、土層に変化はな く、遺構 遺物は検出されなかった。

古御所内
遺跡

工事立会
白石市大平森合字御所之内
631

作業場 駐車場建設 平成15年6月 20日
山砂による土盛 り、基礎 な しブレハブ設置工事 を実施。土層に

変化はな く、遺梼 遺物は検出されなかった。

157

里
定

条
推

石
跡

白
制
地

)2400 確認調査 白石市旭町四丁 目37 住宅新築 平成15年 5月 23日
(1)長 さ5m00cm X幅 4m00cm X深 さlm80cm(2)長 さ5m00cm X
幅4m00cm X深 さlm50cm以上、2本の トレンチを入れ、その結
果、土層に変化はな く、遺構 造物は検出されなかった。

158 鹿ノ館跡 )2294 白石市福岡長袋字下ノ神明58 自家用駐車場造成 平成15年度 協議のみ。

159 大畑遺跡 )2262 確認調査 白石市東大畑56ワ 共同住宅新築工事 平成15年 5月 20日
(1)長 さ10moOcm× 幅3m00伽 X深さlmncm以上、1本 の トレンチを

入れ、その結果、土層に変化はなく、遺構 造物は検出されなかつた。

160
一本木
遺跡

)2031 確認調査 白石市大平森合字寺前56 住宅新築 平成15年 7月 8日
(1)長 さ10moOcm X幅 3m00cm X深 さ90cm以上、1本の トレンチを入
れ、その結果、土層に変化はなく、遺構 遺物は検出されなかった。

本lRl遺 跡
大畑遺跡

)2121
)2262

確認調査 白石市字寺屋敷前632 住宅新築 平成15年 8月 11日

(1)長 さ10m00cm X幅 3m00cm X深 さ90cm以上、1本の トテンチ

を入れ、その結果、若子の土師器片は検出されたが遺構等は検
出されなかつた。 また、盛土内に基礎が収 まる事から埋蔵文

化財への影響 も軽微な もの と考えられる。

家在
跡

西
遺

工事立会
白石市大平板谷字西在家山
19-5、 19‐ 9、 20

住宅新築 平成15年度 協議のみ。

と63 蔵王開拓
E遺跡

)2338 工事立会 白石市福岡人宮字大網前1473 芭林事業 平成16年4月 11日 遺物 遺構は発見 されなかったため調査終了。

西岡
跡

益
遺

)2281 確認調査 白石市西益岡町31 主宅新築 平成 15年 9月 29日

今回の調査では、敷地内にすでに盛 り上 されていたため、パイ
ルエ法を掘る部分のみ調査を行った。当該部分を掘 り下げた

所、大 きなカクランの内部にあた り、多量 ごみが出上 した。担
当者に話を聞いたところ、以前 この位置に丼戸があつたが埋
めたとのことであったため、相当の深 さにわたつてカクラン

が及んでいることが想定 されたことか ら調査を終了 した。

家在
跡

志
遺 02359 確認調査

白石市大晦沢三沢字前輪103、

15‐2
住宅新築 平成15年 9月 10日

等
表

員
地

の

査
現
た

”””ヽ調査を終了した。
家

に
面

で

下川原子
前遺跡

02061 確認調査
白石市福岡八宮字川原子上94‐

11
惟肥舎建築 平成15年 11月 11日 遺構 造物は発見 されな くそのまま調査終了。

人幡坂西
遺跡 人

幡坂西陣
屋敷

02249
02345

工事立会
白石市城南二丁 目26、 27、 213
地内

医療用テナン ト

(診療所)建築
平成15年 12月 15日 基礎の深 さが盛土の範囲内であることを確認 し、調査終了。

168
人幡坂西遺
跡 人幡坂
西陣屋敷

02249
02345

工事立会 白石市城南二丁 目35 地内 吾宅建築 平成15年 12月 16日 基礎の深 さが盛土の範囲内であることを確認 し、調査終了。

169
津
跡

谷
遺 02133 確認調査 自石市東町三丁 目580ユ

祷帯電話白石蔵王
駅局建設工事

平成15年 12月 15日
(1)長 さ2m70cm× 幅3m00cm X深 さ2m60cm以上、鉄塔建築部
分に上記のとお リトレンチを入れ、その結果、土層に変化はな

く、遺構 遺物は検出されなかった。

白石
条里制跡
推定地

)2400 確認調査 白石市旭町五丁 目36 貸家住宅建築 平成15年 12月 15日

(1)排 水施設設置工事部 長 さ10moOcm X幅 2m00cm× 深 さ80

cm以上、1本の トレンチを入れ、調査。その結果、周辺地の調査
からグレーの層か ら下層にはかなりの深 さにわたつて粘土層
が続 く事がわかってお り、今回もグレーの層がでてきたこと

から同様の結果が予想 されるため終了 した。



No 遺跡名 対応内容 所 在 地 調査原因 調査期 間 調 査 結 果

下の
跡

杉
遺 )2433 工事立会 白石市福岡人宮字杉ノ下北41 推肥舎建設 平成 16年 5月 13日

工事当日、事業主 と請負業者に工事のljX要 を聞いたところ、届
出の計画から変更になったとの説明があった。内容 としては、
地面への掘削を全 く伴わない工事 となった ものであ り、現地
表面上に砕石を敷 き、その上に基礎 を設けるということであ
り、工事立会を終了 した。

172 白石城跡 )2197 工事立会 白石市大手町421他 店舗建設 平成15年年度 試掘調査、工事立会の結果、遺構、遺物な し。

173
志在家
遺跡

)2359 工事立会
白石市大鷹沢三沢宇前輪 103、

15,2地 内
唇宅建築 平成16年二月13日

前回確認調査後、盛上 を行ってか ら工事着手するように指示
したが、ポーチの部分が盛土か ら外れていたために、その部分
について調査を行った。幅90cm長 さ120cmの 範囲を掘削 した
が、表土の範囲内であったため、調査終了。

174
前敷

跡
屋
遺 )2256 確認調査 白石市西益岡町312 住宅新築 平成15年 12月 10日

(1)長 さ5m30cm X幅 2m00cm X深 さ80cm(2)長 さ4m40cm× 幅
2m00cm× 深さ2ぬ90Cm以 上、2本の トレンチを入れ、調査。その

結果、(1)は 盛上の範囲で合ったが、重機でも掘 り下げることが
出来ない堅い層に当たったため終了。(2)は 掘 り下げたところ
現表下lm20cmま で盛上が入っている事がわか り、下層は粘土
層が検出された。双方 とも、遺物 遺構等は検出されなかった。

地蔵院館跡 工事立会 白石市斎川字地蔵院館8 言宅建築 平成 16年 1月 19日
基礎掘削工事時に立合い調査を実施。基礎の深 さが盛上の範
囲内である事を確認 し、調査 を終了 した。

鷹巣古墳
(26、 27、

28号墳 )

確認調査 白石市鹿巣字堂ノ入山2お 里め立て切土 平成16年度以降 無届け工事による古墳の破壊、28号墳は平成17年度に確認調査。

馬場台
遺跡

)2021 工事立会 白石市越河字馬場台 地内
聾可地区農業集落
非水事業

平成16年 3月 16日
マ ンホール管埋設工事時、掘削工事 を行 う際は工事立会。追
物 遺構は発見されなかったため調査終了。

大畑遺跡 )2262 工事立会
白石市字寺屋敷前42地先

～郡山字荒屋敷81地先
公共下水道事業 平成16年度 立会結果 は不明。

大畑遺跡 )2262 工事立会 白石市字大畑 地内 公共水道事業 (大畑 ) 平成16年度 立会結果は不明。

田中遺跡 確認調査

白石市東町6丁 目4留 1、

475‐ 1、 4761、

白石市大鷹沢三沢字田中41■
42、 45望

1中 の沢都山線建設
工事

平成16年 3月 17日
～19日

(1)長 さ23m X幅lm80cm× 深 さlm50cm(2)長 さ4m50cm× 幅
lm80cm× 深 さ2mЮcm(3)長 さ25mttcm X幅 lm80cm× 深 さ
lm80cm(4)長 さ26m70cm× 1幅 lm80cm X深 さlm60cm(5)長 さ
14m60cm× 幅lm80cm× 深 さ2mmcn以 上、道路建築部分に上記
のとお リトレンチを入れ、その結果、土層に変化はなく、遺物
遺構等は検出されなかった。

自石城跡 〕2197 工事立会 白石市大手町4-18、 419 白石市介護予防セ ン
ター建設計画事業

平成15年 11月 6日
基礎の深さが盛上の範囲内である事を確認し、調査を終了し
た。

182

和尚堂遺
跡 白石
条里制跡
推定地

範

４０
工事立会 白石市旭町外 地内 水道管理設工事

平成16年 1月 9日

～3月 5日
水道管埋設工事時、掘削工事 を行 う際に工事立会。遺物 遺構
は発見 されなかったため調査終了。

183 白石城跡 工事立会 白石市益岡町88-Hま か 封木移植工事 平成16年 2月 25日
工事内容が変更にな り、移植箇所を掘削することな く、現表面
に盛土をする工事であった。盛土工事時に立会をし、調査終了。

184 本館跡 02208 工事立会 白石市白川津田字山ノ神 地内
市道山ノ神線道路
攻良工事

平成16年 8月 4日
～8月 9日

表土剥 ぎ及び切土が開始 される。当該地はすでに削平 されて
いるため、今回の切土は大 きく掘削を行 うことはなかつた。
(表土を剥いだ後に、法面をきれいにした程度である。)遺構
遺物などは確認で きなかった。

185
谷津川
遺跡

02133 工事立会 白石市旭町 外 地内 k道施設建設 平成16年 9月 16日

9月 27日

今回の工事は既に配管 されているものを再度掘 り返 して処理
するものであったため、水道管 まで掘削する際に立会を行つ
た。立会地点は水道橋の両側にあたる旭町 (水道橋東 lEl)と 東
町 (水道橋西側)の 2地点であった。旭町側の地点は幅約 15m、

深さ17mで掘削が行われていたが、この地点には既に道路が
整備 されていたこともあ り、この範囲内は全て盛 り土又は山
砂が充填 されているのが確認 された。東町地点は現在畑 とし
て利用 されている土地であったが、水道管が通る部分は若干
高 く盛 られて通路 として使用 されていた。この地点 も幅12m
深さ約15m程掘削 されていたが、遺物等は確認 されなかった。

186
銚子ヶ盛
敷石遺跡

02010 工事立会 自石市字銚子 ケ森 地内 公共下水道 平成17年 2月 14日

今回の工事は銚子 ケ盛遺跡隣接地の歩道下に下水道管 を埋設
するというものである。その結果、今回の工事区域の掘削は歩
道天端から約31mの深 さで行われた。しか し、白鷺橋建設の際
の盛上の範囲内に収 まるものであ り、遺跡に対する影響は軽
微なものだった。遺構 遺物な し。

山頭遺跡 02321 工事立会 白石市越河字需沢 地内
聾可地区農業集落
非水事業

平成17年8月 10日
～平成18年 1月 31日

今回の工事区域の掘削は道路の天端か ら約12mの深さで行わ
れたが、遺構 遺物は発見されなかった。

188
古屋敷
遺跡

02368 工事立会 白石市越河五賀字石原 地内
芭河地区農業集落
井水事業

平成16年8月 31日
～平成17年3月 18日

今回の工事区域の掘削は道路の天端か ら約14m程の深 さで
おこなわれた。しか し、下水管が埋設 された道路は斜面を切 り
盛 りした道路であ り、下水管施設のため掘削 した部分は盛土
した部分であつたことか ら、遺跡に対する影響はほとんどな
いものと判断される。また、切 り盛 りした部分でない場所につ
いても道路天端から140t‐mの ところに渇水対策用の用水管が
入っている場合 もあ り、すでに掘削 された部分を再掘 したに
すぎなかった。工事中に遺構 造物は発見 されなかった。

矢尻遺跡 02367 lt認調査 白石市越 1可平字矢尻 地内
芭河地区農業集落
非水事業

平成16年 12月 8日
～平成17年3月 25日

今回の工事地域の掘削は道路の天端か ら約37mと 大変深かつ
たが、深 さ約 1lmの ところか ら黒褐色土層が検出されたため、
このレベルを中心 として立会を実施 した。その結果、遺構 遺
物は検出されなかった。

中ノ在家
遺跡

工事立会 白石市越河平宇中ノ在家 地内
遊河地区農業集落
非水事業

平成16年 10月 4日

～平成17年 1月 20日
今回の工事区域の掘削は道路の天端か ら約20mの深 さで行わ
れたが、遺構 遺物は発見 されなかった。

一本木
遺跡

02101 確認調査 白石市福岡深谷字中九
ふるさと農道緊急
整備事業

平成17年 2月 24日

調査区の大きさはおよそ2m X15mで ある。 掘 り下げを実施 し
た結果、現表土 (耕作土)し た40cmの レベルで地山が検出され、遺
騰 遺物は確認されなかつた。当該地はかつてほ場整備で削平 さ
れ、遺跡北東部については既に減失 しているものとみられる。

蓬田遺跡 02352 工事立会
白石市大平中日字八ツ森山42
地先～大平森合字人ツ森9地先

公共下水道事業
平成16年 12月 9日

～平成17年 3月 31日

今回の工事区域の掘削は道路天端か ら3m以上の深 さで実施
されたが、道路敷設のための整地層下は粘土層になってお り、
遺構遺物は検出されなかった。粘土層は工事区域全体 を通 し
て検出されているが、これか らの部分については遺跡の存在
の可能性は薄いと思われる。

白石沖
遺跡
梅日遺跡

‐３

２５ 工事立会 白石市旭町一丁 目 斎ヶ川河川改修事業 平成16年 9月 13日

試堀調査はA～ E地点で行なつた。調査の結果、現晃防は昭和
の築堤でおおきく盛土 されてお り、下層は青灰色粘土 となっ
ていた。この青灰色粘土土層は斎 ヶ川左岸に広 く分布する層
で、この堆積は数m以上 とみられる。これまでの調査ではこの
層が出た段階で遺構 遺物の出土は確認 されたことはないが、
今回の調査でも同様の結果だった。

山島
跡

鹿
遺 02146 工事立会 白石市郡山字鹿野43 地内

宮城県白石工業高
等学校校舎改築事
業 (グ ラン ド造成 )

平成16年 H月 10日
～平成17年4月 4日

該当地は既に大きく切土 されている地点であった。工事は13mの
高さに渡って切土をしていたが、切土 された部分はかつて造成
されたさいの盛土や地山だったため、遺構はすでに破壊 されて
いるとみられる。また、遺物の流れ込み等 も確認されなかつた。



No 遺跡名 置訴春号 対応 内容 所 在 地 調査原 因 調査期 間 調 査 結 果

壇ノ腰
遺跡

)2184 確 認調査
白石市白川大卒都婆字石ノ森
37-7

居宅建築 平成 16年 5月 12日
表土景Jぎ 工事調査及び、長さ5m× 幅lm30cm X深 さ40cm以上、1本
の トレンチを入れ、調査。その結果、表土剥 ぎの段階では須恵器片
1片が確認されたのみで、それ以外に遺物は確認できなかつた。

一本木
遺跡

確認調査 白石市福岡深谷字一本木531 推肥舎新築工事 平成 16年 5月 H日
長さ9m x幅 2m80cm X深 さ50cm以 上、推肥舎建築予定地に上記
トレンチを入れ、調査。その結果、土層に変化はなく。遺物 遺
構等は検出されなかった。

一削越

跡

打
遺 )2026 工事立会

白石市越河平字三島前205、

27‐ 2、 28‐ 1
居宅 作業場建築

平成16年 5月 17日 、
18日

宅地造成工事 と通用口部分の切土作業に立会。宅地造成部分
南狽1は 1,200～ 14,000mm切 土 されたが、遺構 遺物は確認 されな
かった。通用日部分は現表土から500～ 850mmの 所で地山を検
出。遺構 遺物は確認 されなかった。

198
山部

跡
三
遺 )2325 確認調査

白石市福岡長袋字三部山32-4、

∩2_rD
居宅建築

平成16年 5月 24日 、
25日

遺構、遺物を発見。市内遺跡発掘調査報告書1に 掲載。

199
自石沖
遺跡

)2132 確認調査 白石市東町二丁 目61、 6ゼ 住宅新築 平成16年 7月 20日

(1)長 さ3m× 幅lm70cm X深 さ190cn、 調査区は、住宅建築予定
部分を避け、建設予定地の南側部分に設定 した。掘 り下げ を開
始 したところ、20cm程 度の厚 さの表土の下に120cmの 山砂が盛
られていることから、調査区を広げる事はせず、一部分にみ掘
り下げを行った。そ して、掘 り下げを行った部分のみ下層の状
況を把握するために盛土を除去 し、さらに掘 り下げを進めた
が、現地表から140cmの 所で粘土層が確認 された。そこか ら50
cnほ ど掘 り下げたが、遺構 造物は確認 されなかつた。

200
岩見柴遺
跡

工事立会 白石市福岡深谷字岩見柴21‐4 推肥舎建設
平成16年 7月 23日 、

8月 9日
切土は50cmの 予定 とのことだったが、深い所では約lmの 部分
もあった。しか し遺物 遺構は確認 されなかつた。

塾Эl
権現山(茅

山)館跡
慎重工事

白石市白川大卒都婆字羽山
32-1

岩石採取 平成 16年度

青木遺跡 )2306 確認調査 白石市福岡深谷字青木後20 イヾプハウス建設 平成16年 8月 9日 遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書 1に 掲載。

大畑遺跡 )2262 確認調査 白石市字東大畑44 居宅建築 平成16年 9月 6日 遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書 1に 掲載。

204 祢宜内遺ワ )2430 確認調査 白石市字祢宜内1096 駐車場新設 平成16年 12月 7日 遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書1に 掲載。

205
負石条里制
芥推定地

)2400 確認調査 ヨ石市旭町5丁 目613 居宅新築工事 平成 16年 12月 6日
当該地に3m X88nIの トレンチを設定 し、調査を行った結果、
遺構 遺物は確認 されなかった。

206 高野遺跡 02312 工事立会 白石市福岡深谷字高野21 住宅新築 平成16年 8月 23日

今回の住宅新築は、既存建物 (物 置)を 解体 し、その後住宅 を新
築するものであったため、建物解体後から新 しい住宅基礎 の

根堀の段階について立会を行った。当該地は既に盛土がな さ
れてお り、今回の工事はその範囲内でおこなわれたため、掘削
が及んだのは現表土下40cm程 であった。

207
音
跡

観
遺 02322 工事 立会 白石市郡山字観音崎216 住宅新築 平成16年 11年 15日

掘削は盛上の範囲に収まり、遺跡に対する影響は軽微であ る
ことを確認 した。

大畑遺跡 02262 罐認調査
白石市字不澄 ケ池92、

93字大畑2香37
土留め工事 平成 17年 3月 9日

当該地に2カ 所の調査区を設定 した。不澄 ケ池地内は東西94m
X南北 1 2tla、 深 さlmの範囲で発掘を実施 したが、遺構造物 な
どは出土 しなかつた。また、大畑地内でも同様に東西45m× 南
北 12m、 深 さ115mで 調査を行ったが。45cm程 盛土 されてお り、

遺構 造物などは出土 しなかった。

大畑遺跡 02262 確認調査 自石市宇東大畑61■、613 住宅建築 平成 17年 2月 22日 遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書Hこ 掲載。

前山遺跡 工事立会 白石市城南2丁 目6‐ 1 宅地新築
平成17年 2月 4日

～2月 5日

今回の工事は前山遺跡内に個人住宅を新築するもので、基礎
部分の掘削時期にあわせて工事立会を実施 した。 基礎深 さ
の確認をした。その結果、基礎の根堀の深 さは30cmで 計画 より
12cmi完 かったが基礎が盛土内に収まることが確認 されたた
め、立会を終了 した。

音
跡

観
遺 )2322 工事立会 白石市郡 山字観音峰223 宅地新築 平成 17年 3月 17日

個人住宅 を新築における基礎部分の掘削時期にあわせて工事
立会を実施 した。基礎の深さの確認 をした。その結果、基礎 の

恨堀 りの深さは45cmで 計画通 りだった。基礎 も盛土内に収 ま
る事が確認 されたため、立会を終了 した。

内宣
跡

祢
遺 )2430 工事 立会 白石市字祢宜内1095、 124 住宅新築 平成17年 4月 8日

基礎部分の掘削時期にあわせて工事立会を実施。対象地は平成
15年 に宅地造成され約40cmの盛上がなされている。それに伴っ
て試堀調査が実施れているが、遺構 遺物の発見はなかった。し
かし、平成16年 12月 7日 に隣地を発掘 した際には土坑が発見 され
ている。平成15年 の試掘調査を行ったにはごく一部であつたた
め、対象地の下層には遺構が存在 している可能性がある。立会 し
た結果、根堀 りの深さは45～ 5儀mと ほぼ計画通 りで、基礎の深 さ
が盛土中に収まる事が確認されたことから、立会を終了 した。

213 菅生田遺
跡

)2032 確認調査 白石市福岡蔵本字菅生田
ガスパイプライン
敦設 平成17年 4月 18日

確認調査 トレンチ2箇所 を設定、遺構、遺物な し。近世陶器 を表
采した。

大仏上
遺跡

)2024 確認調査 白石市越河字上台
ガスパイプライン
敦設 平成17年 4月 刻 日

権認調査 トレンチ5箇所 を設定 した。トレンチ1か ら須恵器1点
ド発見された。

幻内山
宣跡

〕2315 工事立会 白石市福岡深谷間内山 植林事業 平成17年 4月 25日

工事立会の結果、表土 (茶掲色土)が20～25cm推 積 してお り、掘
削範囲は表土内に収 まる事が確認できた。遺物は事業地内の

北端 と中央の地表で土師器が1点 づつ発見 された。

貨根遺跡 姥356 確認調査
白石市大鷹沢大町宇横根591
592の 一部

住宅建築 平成16年度 確認調査結果不明。

太畑遺跡 )2262 確認調査 白石市字東大畑 20 宅地造成 平成17年 6月 22日 遺構、遺物を発見。市内遺跡発掘調査報告書2に掲載。

大畑遺跡 )2262 確認調査
白石市字堂場前 字大畑 一番
字寺屋敷前 地内

宅地造成 貸家建築 平成17年 7月 13日 遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書2に掲載。

大畑遺跡 )2262 確認調査 自石市字東大畑130 宅地造成 平成17年 9月 14日 遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書2に掲載。

ヨ石条里制
亦推定地

〕2400 確 認調査 白石市旭町4丁 目51 共同住宅建設
平成17年 10月 17日

-18日 遺構、遺物は発見されなかつた。

太畑遺跡 )2262 発掘調査 白石市字堂場前1464 住宅新築 平成17年 9月 20日 発掘調査 を実施 した。市内遺跡発掘調査報告書2に掲載。

大畑遺跡 )2262 工事立会
白石市字東大畑51つ、512、
51-3、 51‐4

宅地造成工事 平成 17年 10月 1日 工事立会 を実施 した。市内遺跡発掘調査報告書2に掲載。

223
負石条里制
弥推定地

)2400 確認調査 白石市旭町5丁 目35 住居建設 平成17年 10月 11日 葺構、遺物は発見されなかつた。

224
谷津川
遺跡

)2133 確認調査 白石市東町3丁 目5801の 一部
携帯電話無線基地
局建設

平成17年 11月 4日 遺構、遺物は発見されなかった。

225
上鹿野前
遺跡

工事立会 白石市城南 1丁 目402 宅地造成及び住宅
建築

平成17年 10月 24
日、25日

遺構、遺物は発見されなかった。

226
白石条星制
跡推定地

〕2400 工事立会 白石市旭町4丁 目36、 314 住宅新築 農地形質
変更

平成17年 5月 17日
～平成17年 6月 23日

造構、遺物は発見されなかった。

227
志在家
遺跡

02359 確認調査
白石市大鷹沢三沢字前輸 106、

15-1
住宅新築 平成17年 8月 17日 遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書2に掲載。

228 新館跡 02165 工事立会 白石市南町2丁 目24-14 住宅新築 平成 17年 8月 28日 葺構、遺物は発見されなかっメ



No 遺跡名 対応内容 所 在 地 調査原因 調査期間 調 査 結 果

229 鳴巣古墳辞
(30号 墳 )

)2005 確 認調査 白石市郡山字沢山25及び226 残土置場建設
平成17年 8月 9日

～12月 5日

今回、以前の工事で破壊 された古墳の残存範囲を確認するため、
範囲確認調査を実施 した。その結果、今回の事業地内には30号墳
が上部及び西側において削平を浮穴からも残存 していることが

判明 した。古墳の直径は15～ 19mで 横穴式石室である。石室は南
西方向に開日している。石室の規模は長さ52m、 中約3mであっ
た。土師器片、須恵器片が古墳の周囲から発見された。また、事業
地の東端の法面から須恵器片が数点出上 している。

230
上仏

跡

大

遺 )2024 工事立会 白石市越河字上台
ガスパイプライン
敷設

平成17年6月 6日
～平成18年 5月 30日

中LTを挟みながら工事立会 を実施 した。遺構、遺物なし。

23ユ

蠅

嘲
融

幡

ツ
陣

入
跡

西

っ

４５
工事立会 白石市八幡町700-10及 び■8-13 住宅建築

平成17年 11月 1日 、
11日

遺構、遺物は発見 されなかった

谷津川遺勘 確認調査 自石市東町二丁 目6221 無線基地局建設 平成17年 11月 17日 遺構、遺物は発見されなかった。

三本木前
遺跡

)2308 工事立会 白石市福岡深谷字三本木前
ガスバイプライン
建設

平成 17年 11月 18日 、
2「l日

遺構、遺物なし。

下館遺跡 )2377 確認調査 白石市福岡蔵本字一本木、寺前
ガスバイプライン
建設

平成 17年 H月 22日 確認調査 トレンチ7箇所設定、遺構、遺物なし。

三本木前
遺跡

)2308 確認調査 白石市福岡深谷字北上45
ガスバルブステー
ション建設

平成17年 12月 21日 土坑 1基 、縄文土器が出土 した。

236 道内原遺跡 確認調査 白石市福岡深谷字道内原83ユ 居宅建築 平成18年2月 8日 遺構、遺物は発見されなかつた。

237 大畑遺跡 02262 確認調査 白石市字東大畑 1334 駐車場建設 平成18年2月 13日 遺構、遺物を発見。市内遺跡発掘調査報告書2に 掲載。

238 志在家遺跡 02359 確認調査 白石市大庵沢三沢字前輪 101 住宅建築 平成18年2月 28日 遺構、遺物を発見。市内遺跡発掘調査報告書21こ掲載。

239 益岡西遺跡 02281 白石市西益岡町子39 建物除却 協議のみ、取 りやめ。

240 観音崎遺跡 02322 工事立会 白石市郡 山字観音崎 162、 1632 住宅新築 平成17年 11月 28日 遺構、遺物は発見されなかつた。

自石条里制
跡推定地

02400 確認調査 白石市旭町3丁 目37、 38 住宅新築 平成 17年 11月 21日 遺構、遺物は発見されなかつオ

新館跡 02165 工事 立会 自石市南 町2丁 目 地内
水路管理のため整
備

平成 18年 3月 10日 遺構、遺物は発見されなかつた

八幡坂西遺
跡 入幡坂
西陣屋敷

02249
02345

工事立会 自石市人中吾町621 住宅解体 新築 平成 17年 10月 6日 遺構、遺物は発見 されなかった

大畑遺跡 )2262 准認調査 白石市東大畑68 駐車場施設工事 平成 18年 3月 8日 ～9日 遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書21こ掲載。

下館遺跡 )2377 確認調査 白石市福 岡蔵本字樋 ノロ1171 住宅建築 平成 18年3月 30日 遺構、遺物は発見されなかつた

246 相下遺跡 工事立会
白石市白川大卒をБ婆字羽山
14-1

コンビニエンスス

トア店舗建設
平成18年4月 10日 遺構、遺物は発見されなかっ/

247
中屋敷陣
屋跡

)2248 工事立会 自石市大平森合宇北中屋敷
ガスバイプライン
建設

平成18年4月 24日 、
5月 11日

遺構、遺物は発見されなかつア

隠巣古墳群
(28号 墳 )

)2005 確認調査 白石市晦巣字堂ノ入山214 農機具格納小屋の

設置

平成 17年 7月 19日
～8月 22日

平成 19年 6月 25日

今回、個人農地の造成計画があ り、28号墳の確認調査を実施
した。その結果、この古墳は墳丘は既に削平 されていたが、横
穴式石室底面が残存 していることが判明 した。石室は入 リロ
は南側であつた。石室は南北44m、 東西181n程 の規模であっ
た。石室は03m～05mほ どの大 きい石をコ宇状に組み、その中
を直径01m程の小石で敷 き詰めていた。石室底部西壁沿いに
は直刀が1点 、副葬されていった。西側の深堀区 トレンチにお
いて、断面監察を行つたが地山に直接、盛土が推積 してお り、
地山の地山の傾斜が古墳の墳丘を示すのか否か辞J断できな
かった。周囲の土地には土師器、須恵器が散布 していた。確認
調査後、石室部分を長方形に盛 り土、調査区の埋め戻 しを行
い、保存処置をした。

本郷遺跡 )2121 工事立会 自石市沢 目 地内 水道管布設 平成17年 11月 H日 遺構、遺物は発見されなかつた。

岩崎A遺跡、
岩崎B遺跡

工票立会、
慎重工事

白石市越河字岩崎 地内 農業集落排水事業 平成17年 10月 21日 遺構、遺物は発見されなかった。

新館跡 )2165 工事立会 白石市新館町 地内 水道管敷設
平成17年 H月 18日

～19日
遺構、遺物は発見されなかつた。

252 指谷前遺跡 工事立会 白石市越河五賀字熊谷前 地内 農業集落排水事業 平成17年 H月 28日 遺構、遺物は発見されなかった。

253 打越前
遺跡

12026 工事立会 白石市越河平字打越前 地内
越河農業集落排水
事業

平成17年 H月 7日 遺構、遺物は発見されなかった。

254 韓枷跡

白

跡
遺

工事立会 白石市旭町1丁 目 (斎川 )

可川改修に伴 う掘
刊工事

平成17年 ll月 28日 遺権 は発見されなかった。

祢宜内
遺跡

02430 工事立会 白石市祢宜内 地内 公共下水道工事
平成 17年8月 1日 、

8月 29日 、9月 8日 、

9月 9日

遺構、遺物 を発見。市内遺跡発掘調査報告書2に掲載。

256
北畑前遺
跡 上観
音前遺跡

)2350

)2351
確認調査

白石市大平森合字荒屋敷 地
内

農道改良工事
平成17年 9月 29]、
10月 13日

遺構、遺物は発見されなかった。

明ノ
跡

上
遺 )2038 慎重工事 白石市福岡長袋字上ノ明神 地内 公共下水道工事 平成17年度

人幡館跡
微妙館跡
乙森小屋
館跡

慎重工事 白石市越河五賀 地内
市道原線道路改良
事業

平成17年度

本館跡 )2208 工要立会 白石市白川津田宇山ノ神 地内 市道山ノ神線改修 平成17年 8月 4日 遺構 は発見されなかった。表土か ら縄文土器が出土 した。

祢宜内
遺跡

)2430 工事立会 白石市字祢宜内 地内
既設水道管
入れ替え工事

平成18年 3月 8日 遺構、遺物は発見されなかつた。

中ノ在家
遺跡

工事立会 自石市越河平宇中ノ在家 地内
越河農業集落排水
妻業

平成17年 lltt ll日 遺構、遺物は発見されなかった。

青木遺跡 )2306 工事立会 自石市福岡深谷字青木 地内 公共下水道施設
平成17年 12月 9日
～平成18年2月 14日

遺構 は発見されなかった。表土等か ら土師器が出上 した。

WI沢遺跡 )2022 工事立会 白石市越河五賀字峠沢 地内
越河農業集落排水
事業

平成17年 11月 29
日、平成18年 2月 1

日
遺構、遺物は発見されなかった。

北屋敷遺跡 )2868 工事立会 自石市大平中目字北屋敷前 地内 lE水管布設 平成18年2月 27日 遺構、遺物は発見されなかつた。

265 碑抑跡

自
跡
遺

工事立会 白石市旭町1丁 目 地内
斎川河川改修に伴
う掘削工事

平成18年3月 13日 、
3月 22日 、4月 3日

遺持 は発見されなかった。中世陶器等を表採 した。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

祢宜内遺跡 散布地 平安
竪穴住

居跡

竪穴状遺

構、ピッ

ト

土師器、

須恵器、

土製支脚

鉄器、鉄

滓、近世

陶磁器、

磨石

墨書土器が出上 した。竪穴住

居跡2棟、竪穴状遺構1基、ピッ

ト1基が発見された。

大畑 遺 跡
散布地。

官衡
古 代 溝跡 土師器

東西に延びる溝が発見 され

た。

志在家遺跡 散布地

古墳、

古代、

中世

竪穴住

居跡
ピッ ト

土師器、

埴輪、

剥片

中世陶

器、銭貨、

近世陶

磁器

円筒埴輪片が出上 した。竪穴住

居跡6棟、ピット35基が発見さ

れた。

要 約

祢宜内遺跡では9世紀代の集落の一部が確認された。

大畑遺跡では、時期不明の溝跡等が確認された。

志在家遺跡では土師器、埴輪、中世陶器、竪穴住居跡、多数のピットが確認され、古墳時代
～中世の集落であることが判明した。



1.S105完 掘状況 (西から) 2. S105上 層断面 (西 から)

3.S106完掘状況 (西から) 4.SЮ6土層断面 (北西から)

5.SX01完掘状況 (南から)

7.ビット土層断面 (西から)

6.SX01土層断面 (南から)

8.SЮ5北側壁セクション (南から)

写真図版 1 祢宜内遺跡



1.S105鉄器出土状況 (第 7図 2、 北から) 2.SX01南西区 炭化物出土状況 (南から)

3.志在家遺跡遠景 (北から)

5.T6P9周 辺 (西から) 6.T7P3周 辺 (西から)

7.TttO S14(北 から)

写真図版 2 祢宣内遺跡 (1、 2)、

8.地点② Tl(西から)

志在家遺跡 (3～ 7)、 大畑遺跡 (8)
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写真中の番号は本文中の

遺物図版番号 と対応する。

写真図版 3 祢宣内遺跡出土遺物 (1)



写真図版 4 祢宜内遺跡出土遺物 (2)
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写真図版 5 祢宜内遺跡出土遺物 (3)ほか



写真図版 6 志在家遺跡出土遺物ほか
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